
６

７
面
へ
つ
づ
く

６

７
面
へ
つ
づ
く

民
生
委
員
児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
る
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
主
な
活
動
は
高
齢
者
の

悩
み
や
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受

け
、
解
決
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
を
行
い
、
市
役
所
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
専
門
機
関
と
の
調
整

を
す
る
こ
と
で
す
。

近
年
、核
家
族
化
が
進
む
中
、誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
地
域
の
支
え
あ
い
が
重
要
で
す
。
介

護
や
育
児
、
福
祉
の
充
実
は
行
政
だ
け
の
力

で
は
難
し
く
、
そ
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

る
の
が
民
生
委
員
児
童
委
員
で
す
。孤
立
死
、

虐
待
な
ど
、
地
域
に
存
在
す
る
福
祉
課
題
は

多
く
、
身
近
な
相
談
役
と
し
て
の
民
生
委
員

児
童
委
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
気
で
っ
か

今
日
も
い
い
天
気
や
ね

こ
ん
な
何
気

元
気
で
っ
か

今
日
も
い
い
天
気
や
ね

こ
ん
な
何
気

な
い
会
話
が
地
域
の
支
え
に
な
り
ま
す

。

な
い
会
話
が
地
域
の
支
え
に
な
り
ま
す

。

皆
さ
ん
は
民
生
委
員
児
童
委
員
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
は
民
生
委
員
児
童
委
員
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す

か
。
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
具
体
的
に
ど
ん
な
役
割

か
。
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
具
体
的
に
ど
ん
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

を
担
っ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
民
生
委
員
児
童
委
員
は
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
家
庭
な
ど

ん
。
民
生
委
員
児
童
委
員
は
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
家
庭
な
ど

の
身
近
な
福
祉
の
相
談
役
と
し
て
、
声
掛
け
や
訪
問
を
行
い
、

の
身
近
な
福
祉
の
相
談
役
と
し
て
、
声
掛
け
や
訪
問
を
行
い
、

関
係
機
関
と
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
す
る
地

関
係
機
関
と
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
す
る
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
今
号
で
は
、
市
内
の
民
生
委
員
児

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
今
号
で
は
、
市
内
の
民
生
委
員
児

童
委
員
の
活
動
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

童
委
員
の
活
動
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
身
近
な
相
談
役

地
域
の
身
近
な
相
談
役

地
域
の
身
近
な
相
談
役

地
域
の
身
近
な
相
談
役

宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は６月８日 日 です宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は６月８日 日 です

国民健康保険料を引き国民健康保険料を引き
上げ（３面）上げ（３面）

２・３面 たかつき市民環
境大学開講、政策コラ
ム おしえて市長など

４・５面 企業定着促進補
助金制度、食育月間、
古代史懸賞論文 いま
しろ賞 創設など

８ 面 お知らせ、傍聴
できます、催し、子育
て支援、伝言板など

面 フォトニュース、市
広報番組案内など

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください 市市広広報報番番組組案案内内

情情報報
ワワイイドドたたかかつつきき

○○５５月月 日日 日日 放放送送

○○６６月月１１日日 ９９日日 放放送送

ガガ
ンン
ババ
大大
阪阪

徳徳
島島
ヴヴ
ォォ
ルル
テテ
ィィ
スス

スス
ペペ
ララ
ンン
ツツ
ァァ

大大
阪阪
高高
槻槻

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

展展示示ホホーールル

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

４月１日以降接種分が対象府内初府内初

現
在
、
風
し
ん
の
流
行
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
緊
急
対
策
と

し
て
市
は
、
妊
娠
希
望
の
女
性

と
妊
婦
の
夫
を
対
象
に
、
予
防

接
種
費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま

す
。
全
額
助
成
は
北
摂
で
初
の

取
り
組
み
で
、
４
月
１
日
以
降

接
種
分
か
ら
助
成
対
象
と
な
る

の
は
府
内
で
初
め
て
で
す
。

妊
娠
中
に
風
し
ん
に
感
染
す

る
と
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

（
胎
児
に
難
聴
や
心
疾
患
な
ど
）

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
周
囲
に
感
染
を
広
げ
な
い

た
め
に
も
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は

任
意
で
す
。
詳
し
く
は
保
健
予

防
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先

保
健
予
防
課
（

・
９
３
３
２
）

子
ど
も
も

の
予
防
接
種
を

子
ど
も
の
風
し
ん
予
防
に

は
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン（

）の
予
防
接
種
が
２

回
必
要
で
す
。
定
期
予
防
接
種

の
対
象
は
１
期
が
１
歳
児
、
２

期
が
小
学
校
就
学
１
年
前
の
幼

児
で
、無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
子
ど
も
保
健
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

子
ど
も
保
健
課
（

・
１
１
０
８
）

予防接種の助成内容
対象 市に住民登録があり妊娠
を予定・希望している満 歳以上
の女性もしくは、妊婦の夫（胎児
の父）で、次のいずれかに該当す
る人。風しんにかかったことがな
く予防接種歴がない 抗体検査の
結果が陰性
助成費用 麻しん・風しん混合
ワクチン（ ）か、風しん単独ワ
クチンの全額 ※助成は１人いず
れか１回
助成の対象となる接種期間 ４
月１日 ９月 日
助成の申請方法 接種後、 月
日（金・消印有効）までに所定の
申請書などを郵送か直接、保健予
防課へ。申請書は同課、市ホーム
ページで配布
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体体
力力
づづ
くく
りり
教教
室室

高高
槻槻
市市
民民
ハハ
イイ
キキ
ンン
ググ

市市
民民
ププ
ーー
ルル
休休
館館
日日

ホホ
ーー
ムム
ヘヘ
ルル
パパ
ーー

（（
パパ
ーー
トト
職職
員員
））

夏
場
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
な

ど
に
よ
り
、
日
中
の
消
費
電
力

量
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、

特
に
午
後
２
時
前
後
に
は
電
力

消
費
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

も
、
可
能
な
限
り
使
用
電
力
量

を
減
ら
す
よ
う
、
家
庭
や
職
場

で
上
記
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考

に
、
節
電
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

ま
た
節
電
を
行
う
と
き
は
、

健
康
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ

う
無
理
の
な
い
範
囲
で
お
願
い

し
ま
す
。

市
庁
舎
内
は
夏
の

エ
コ
ス
タ
イ
ル
に

市
庁
舎
内
で
は
５
月
１
日
か

ら

月

日
ま
で
の
間
、
夏
の

エ
コ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
適
正

冷
房
（

）
の
徹
底
、
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

な
ど
の
軽
装
勤
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問合先

環
境
緑
政
課

・
７
４
８
３

問合先

た
か
つ
き

係
長
と
し

て
、
バ
リ
バ
リ
が
ん
ば
る

は

に
た
ん

が
、
平
成

年
度
の

市
の
仕
事
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
濱
田
市
長
に
質
問

し
、
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

は
に
た
ん

赤
ち
ゃ
ん
が
で

き
た
ら
、
な
ぜ
妊
婦
さ
ん
は
健

診
を
受
け
た
ほ
う
が
い
い
の
？

病
気
じ
ゃ
な
い
の
に

市
長

妊
婦
健
診
は
、
お
母

さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態

を
定
期
的
に
確
認
す
る
た
め
に

行
う
も
の
な
ん
だ
よ
。
医
師
や

助
産
師
に
い
ろ
い
ろ
と
相
談
も

で
き
る
か
ら
、
妊
娠
期
間
中
も

安
心
し
て
過
ご
せ
る
ね
。

は
に
た
ん

健
診
を
受
け
な

い
と
、
何
か
危
な
い
こ
と
が
あ

る
の
？

市
長

健
康
な
人
で
も
、
妊

娠
中
に
重
い
病
気
に
か
か
る
こ

と
が
あ
る
ん
だ
。
し
か
も
妊
婦

健
診
を
受
け
な
い
と
、
病
院
は

こ
れ
ま
で
の
妊
娠
経
過
が
わ
か

ら
ず
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
、
非
常
に
危
険
な
出

産
に
な
る
場
合
も
あ
る
し
、
受

け
入
れ
ら
れ
る
病
院
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。

は
に
た
ん

で
も
、
健
診
を

受
け
る
に
は
、
け
っ
こ
う
お
金

が
か
か
り
そ
う
だ
け
ど

市
長

健
診
に
か
か
る
費
用

は
、
病
院
や
妊
娠
の
経
過
に
よ

っ
て
違
う
ん
だ
け
ど
、
一
般
的

に
は

回
で

万
円
く
ら
い
か

か
る
ん
だ
。
病
気
の
治
療
と
違

っ
て
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
か

ら
負
担
は
大
き
い
よ
ね
。

は
に
た
ん

高
槻
市
で
は
何

か
健
診
へ
の
補
助
は
な
い
の
？

市
長

４
月
か
ら
妊
婦
健
診

の
助
成
額
を
５
万
円
増
額
し

て
、
総
額

万
円
の
助
成
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
ん
だ
。

こ
れ
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

対策の徹底を
昨年の市内街頭犯罪の認知件数は
件で、平成 年に比べ、 ％減少し
ていますが、今年に入り自転車盗や車上
ねらいの被害が前年の同時期に比べ、増
加しています。下記のことに注意して対
策を徹底しましょう。
【自転車盗への対策】
●短時間でも鍵をかける
●鍵はシリンダーキーなど丈夫なもの
で、ワイヤー錠などで二重ロックをする
●路上駐輪はやめ、駐輪場に止める
●防犯登録をする
問合先 高槻警察署（ ・ ）、
危機管理室（ ・ ）

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
診
助
成

ラ
ス
な
ん
だ
よ
。
ま
た
、
里
帰

り
な
ど
で
、
府
外
で
乳
児
健
診

を
受
診
し
た
人
に
は
、
約
６
千

円
を
上
限
に
健
診
費
を
返
す
仕

組
み
も
取
り
入
れ
た
よ
。
こ
れ

は
北
摂
で
は
高
槻
市
が
初
め
て

行
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

は
に
た
ん

ス
ゴ
イ
な
ぁ
。

高
槻
市
に
は
い
ろ
ん
な
サ
ポ
ー

ト
が
あ
る
ね
。

市
長

市
で
は
、
こ
の
助
成

制
度
以
外
に
も
、
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行

っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

たかつき市民環境大学を開講

節電７つのポイント
●こまめにスイッチオフ 使っていない照明や電化製
品は消す
●待機電力を削減 使用していない場合も電力は消費
される
●エアコン 設定温度・風向きを調節 扇風機などと
併用 フィルターをこまめに掃除
●冷蔵庫 扉の開閉時間を短く、詰め込みすぎない
●照明 器具の掃除 インバーター式や 照明な
どの省エネ器具への買い換え
●テレビ 主電源を消し、長期不在時はプラグを抜く
画面を掃除 画面は明るすぎないようにする
●生活スタイルを見直そう 早寝早起き 食事や団ら
ん時は一つの部屋に集まる

家
庭
や
職
場
で
で
き
る
こ
と
か
ら

環環環環環環環環
境境境境境境境境
活活活活活活活活
動動動動動動動動
のののののののの
担担担担担担担担
いいいいいいいい
手手手手手手手手
にににににににに
なななななななな
ろろろろろろろろ
うううううううう

環
境
活
動
の
担
い
手
に
な
ろ
う

高
槻
に
あ
る
水
や
み
ど
り
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
将
来
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
市
は
、
地

域
の
環
境
教
育
や
保
全
活
動
の

人
材
・
担
い
手
を
育
成
す
る

た
か
つ
き
市
民
環
境
大
学

を
開
講
し
ま
す
。

同
講
座
で
は
、
講
師
に
大
学

や
博
物
館
、
環
境
団
体
な
ど
か

ら
専
門
家
を
招
い
て
、
体
系
的

に
環
境
に
関
す
る
学
習
が
で
き

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

芥
川
や
里
山
な
ど
で
の
野
外
実

習
、施
設
見
学
な
ど
を
通
し
て
、

環
境
活
動
の
手
法
を
実
践
し
な

が
ら
習
得
で
き
ま
す
。

講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
地
域
の
環
境

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
教

育
や
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
多
数
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

芥川の生きものしらべ教室芥川の生きものしらべ教室

使用電力量減らそう

節節
電電

問合先

環
境
緑
政
課

７
４
８
３

問合先

日程 ７月 来年３月の木曜日午
前 時 正午と午後１時 ３時
（１日２回） ※全 回
会場 クロスパル高槻（総合市民
交流センター）など
対象 歳以上で原則、全講座受
講可能な人
定員 人（多数抽選）
受講料 円
申込方法 ６月 日（金・消印有
効）までにはがきかファクスに、
講座名、住所、氏名、年齢、性別、
電話番号を書いて、環境緑政課（〒
・ 住所不要 ・ 、
・ ）へ。講座内容が記載

されたパンフレットは、同課（市
役所本館５階）、各支所・行政サ
ービスコーナー、市立各公民館、
市ホームページなどで配布

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。

市
は
、
下
記
の
と
お
り

環

境
展

と

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

環
境
に
優
し
い
生
活
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
数
お

越
し
く
だ
さ
い
。

環
境
展

日
程

６
月

日

日

（

日
は
午
前

時
か
ら
、

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
無

料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ

会
場

総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
南

側
通
路

内
容

市
の
環
境
施
策
や
市
民

団
体
の
活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展

示（
た
か
つ
き
市
民
環
境
大
学
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
大
作
戦
、
芥
川

生
き
物
マ
ッ
プ
な
ど
）

パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布

問
合
先

環
境
緑
政
課
（

・
７
４
８
３
）

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

日
時

６
月
１
日

午
前
９
時

午
後
２
時

分

※
当
日
直

接
、
会
場
へ
。
雨
天
中
止

会
場

イ
オ
ン
高
槻
店
駐
車
場

（
萩
之
庄
三
）

問
合
先

資
源
循
環
推
進
課

（

・
５
３
１
２
）
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子子
どど
もも
のの
歯歯
のの
おお
話話

親親
子子
歯歯
みみ
がが
きき
教教
室室

乳乳
児児
相相
談談
会会

親親
子子
ふふ
れれ
ああ
いい
教教
室室

ぱぱ
くく
ぱぱ
くく
教教
室室

歯歯
のの
はは
なな
しし

べべ
びび
ぃぃ
ぷぷ
らら
ざざ

ベベ
ビビ
ーー

ヨヨ
ガガ
をを
体体
験験
しし
てて
みみ
よよ
うう

パパ
パパ
とと
一一
緒緒
にに
リリ
ズズ
ムム

遊遊
びび
をを
しし
よよ
うう

富富
田田
子子
育育
てて
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

主主
催催
のの
催催
しし

風風
車車
おお
じじ
ささ
んん
登登
場場

咲咲
かか

せせ
よよ
うう
季季
節節
のの
花花
のの
風風
車車

ここ
んん
なな
授授
業業
がが
うう
けけ
たた
いい

正正
しし
くく
走走
るる
跳跳
ぶぶ
投投
げげ
るる

高高
槻槻
・・
食食
のの
再再
発発
見見

水水
耕耕
栽栽
培培
農農
場場
見見
学学

真真
上上
人人
権権
名名
画画
劇劇
場場

フフ
ォォ
レレ
スス
トト
ガガ
ンン
ププ

野野
草草
・・
ハハ
ーー
ブブ
のの
チチ
カカ
ララ

男男
のの
料料
理理
入入
門門
講講
座座

男男
子子
、、

厨厨
房房
にに
はは
いい
っっ
てて
みみ
るる
？？

エエ
ンン
ジジ
ョョ
イイ

手手
話話
でで
ココ
ーー
ララ
スス

３３
館館
連連
携携
講講
座座

私私
のの

たた
めめ
のの
メメ
ンン
タタ
ルル
ケケ
アア

パパ
ソソ
ココ
ンン
初初
心心
者者
講講
座座

はは
じじ
めめ
のの
一一
歩歩

連連
続続
講講
座座

認認
知知
症症

ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
養養
成成
講講
座座

親親
子子
でで
つつ
くく
ろろ
うう

楽楽
しし
いい
おお
もも
ちち
ゃゃ

申申
込込
方方
法法

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、８８面面上上欄欄のの例例参参照照

国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
上
げ

国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
上
げ
平
成

年
度

分

か

ら

市
は
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑

制
す
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
医
療
費
全
体
の

約
３
割
を
占
め
て
お
り
、市
は
、

歳
の
加
入
者
に
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
平
成

年
度
か
ら
は
、

医
療
費
分
析
な
ど
に
基
づ
い
た

健
康
課
題
で
あ
る
、
高
血
圧
予

防
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み

を
実
施
。
集
団
健
診
会
場
で
の

血
圧
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
血
圧
は
自
覚
症
状
な
く

進
行
し
ま
す
が
、
高
血
圧
の
状

態
が
続
く
と
血
管
に
負
担
が
か

か
り
、
脳
卒
中
や
心
疾
患
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

自
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、

特
定
健
診
を
積
極
的
に
受
診

し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
市
で
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
や

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
な
ど
を

進
め
て
お
り
、
今
後
も
医
療
費

の
伸
び
の
抑
制
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

特
別
徴
収
の
場
合
、
８
月
ま
で

の
年
金
か
ら
の
天
引
き
額
は
、
前

年
度
の
保
険
料
を
基
準
に
し
た
仮

徴
収
額
の
た
め
、
今
回
の
保
険
料

引
き
上
げ
分
は
、

月

月
来

年
２
月
の
年
金
天
引
き
額
に
上
乗

せ
す
る
こ
と
で
調
整
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、

月
以
降
の
年
金

天
引
き
額
が
、
以
前
に
比
べ
大
幅

に
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納

付
方
法
を
、
月
払
い
が
で
き
る
口

座
振
替
に
変
更
す
れ
ば
支
払
い
回

数
が
増
え
、
１
回
あ
た
り
の
納
付

額
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
電
話
か
窓
口
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
変
更
す
る
場
合

は
、窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

８
月
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
す
る

た
め
に
は
、
６
月
３
日

ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

国
民
健
康
保
険
課
（
市

役
所
本
館
１
階

２
番
窓
口

・
７
０
７
６
）

一度の支払い額が増加

年年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間間維維維維維維維維維維維持持持持持持持持持持持ももももももももももも医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費増増増増増増増増増増増ででででででででででで赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤字字字字字字字字字字字年間維持も医療費増で赤字

市
の
国
民
健
康
保
険
料
の
財
政
状
況
は
、
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

今
後
も
大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）
。
そ
の
た
め
市
は
、
こ
れ
ま
で

年
間

据
え
置
い
て
い
た
１
人
あ
た
り
の
月
額
平
均
保
険
料
と
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
年
間
保
険
料
は
、
全
世
帯
平
均
で
約
９
％
増
額
と
な
る
見
込
み
。
引
き
上
げ

後
の
保
険
料
試
算
額
な
ど
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
保
険
料
の
通
知
書
は
８
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

グラフ2　1人当たりの年間平均医療費�
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グラフ1　累積収支（国民健康保険特別会計）�

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
、
国
・

府
の
負
担
金
・
補
助
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

市
で
は
、
医
療
費
の
著
し
い
増

加
な
ど
に
よ
り
、
収
入
が
不
足

前年度まで 平成 年度

医療保険分 円 円

後期高齢者
支援金等分 円 円

介護納付金分 円 円

前年度まで 平成 年度

一人あたりの月額平均保険料
前年度まで 平成 年度

医療保険分 万円 万円

後期高齢者
支援金等分 万円 万円

介護納付金分 万円 万円

前年度まで 平成 年度

賦課限度額（年間）

し
、
平
成

年
度
か
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
赤
字
化

し
て
い
ま
す
。

市
の
１
人
あ
た
り
の
年
間
平

均
医
療
費
は
、

年
前
と
比
べ

約

％
増
え
、
平
成

年
度
は

約

万
円
で
し
た
（
グ
ラ
フ

２
）
。
市
は
、
下
欄
の
取
り
組

み
な
ど
を
通
し
て
医
療
費
の
伸

び
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
人
口
構
造
の
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
、
医

療
費
の
増
加
傾
向
は
続
く
と
み

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
市
は
、

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化

と
、
安
定
し
た
運
営
の
た
め
、

保
険
料
率
の
引
き
上
げ
を
行
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
収
入
に

応
じ
て
加
入
者
が
保
険
料
を
出

し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

医
療
費
を
そ
こ
か
ら
出
し
合
う

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
伴
い

市
は
、
特
に
低
所
得
世
帯
に
対

し
て
保
険
料
の
急
激
な
増
加
を

抑
え
る
た
め
、
次
の
と
お
り
減

免
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

年
間
保
険
料
額
が
世
帯
全
体

の
前
年
の
総
所
得
金
額
等
の

％
を
超
え
る
世
帯
は
、
所
得
割

額
を
対
象
に
超
過
分
を
減
額
し

ま
す
。

※
減
免
申
請
は
保
険

料
決
定
後
の
８
月
以
降
に
受
け

付
け
。
該
当
世
帯
に
は
、
本
算

定
保
険
料
通
知
後
に
別
途
通
知

法
定
軽
減
（
７
割
・
５
割
・

２
割
軽
減
）の
対
象
か
つ
、所
得

割
額
が
か
か
ら
な
い
世
帯
は
、

平
成

・

年
度
の
保
険
料
を

年
度
の
保
険
料
率
と
同
水
準

に
据
え
置
き
ま
す
。

※
減
免

申
請
は
不
要
で
す
。
該
当
世
帯

は
自
動
的
に
適
用
と
な
り
ま
す

所
得
減
に
よ
る
減
免
は

対
象
者
を
拡
充

市
は
、前
記
の
制
度
に
加
え
、

従
来
の
所
得
減
少
に
よ
る
減
免

に
つ
い
て
も
、
所
得
減
少
割
合

の
基
準
を
現
在
の

％
か
ら

％
に
引
き
下
げ
、
対
象
者
の
拡

充
を
図
り
ま
す
。

※
減
免
申

請
は
本
算
定
保
険
料
決
定
後
の

８
月
以
降
に
受
け
付
け

ま
た
、
火
災
・
風
水
害
・
震

災
な
ど
の
災
害
に
遭
わ
れ
、
一

定
の
損
害
を
受
け
た
世
帯
に
つ

い
て
も
保
険
料
を
減
免
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
窓
口
や
お
電
話
な
ど
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先

国
民
健
康
保
険
課

（
市
役
所
本
館
１
階

１
番

窓
口

・
７
０
７
５
）

平成 年度の保険料試算

※現段階での目安であり、実際の保険料とは異なります

代夫婦＋

未成年の子

ども２人

（４人世帯）

歳の

年金生活者

夫婦

（２人世帯）

歳未満の

単身者

（１人世帯）

所得 年度 年度 年度 年度 年度 年度
万円 円 円 円 円 円 円
万円 円 円 円 円 円 円
万円 円 円 円 円 円 円
万円 円 円 円 円 円 円
万円 円 円 円 円 円 円

）

所得 年度 年度 年度 年度 年度 年度

問合先

国
民
健
康
保
険
課

・
７
０
７
５

問合先

生活生活�
習慣病習慣病�
生活�
習慣病�

医療費�

医療費の３割が生活習慣病
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市市
民民
後後
見見
人人
等等
養養
成成
講講
座座

オオ
リリ
エエ
ンン
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン

男男
女女
共共
同同
参参
画画
のの
連連
続続
講講
座座

福福
祉祉
講講
演演
会会

ネネ
ッッ
トト
にに
よよ
るる

新新
型型
いい
じじ
めめ
のの
実実
態態
とと
対対
応応

大大
阪阪
薬薬
科科
大大
学学
市市
民民
講講
座座

認認
知知
症症
にに
備備
ええ
、、取取
りり
組組
むむ

小小
寺寺
池池
図図
書書
館館

土土
曜曜
映映
画画
会会

モモ
リリ
アア
オオ
ガガ
エエ
ルル
とと

のの
出出
会会
いい

キキ
ャャ
ンン
ププ
場場
でで
大大
冒冒
険険

ウウ
ォォ
ーー
クク
ララ
リリ
ーー
編編

市市
民民
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

住住
まま
いい

のの
耐耐
震震
化化
のの
すす
すす
めめ

市市
ささ
つつ
きき
会会
講講
習習
会会

大大
正正
琴琴
チチ
ャャ
リリ
テテ
ィィ
ーー

演演
奏奏
会会

市市
新新
人人
演演
奏奏
会会

北北
摂摂
ウウ
ィィ
ンン
ドド
オオ
ーー
ケケ

スス
トト
ララ
定定
期期
演演
奏奏
会会

防防
災災
管管
理理
新新
規規
講講
習習

赤赤
十十
字字
救救
急急
法法
基基
礎礎
講講
習習

ごご
きき
ぶぶ
りり
ホホ
ウウ
酸酸

だだ
んん
ごご
作作
りり
講講
習習
会会

講講
演演
会会

地地
域域
とと
図図
書書
館館

関関
大大
客客
員員
教教
授授
講講
演演
会会

東東
日日
本本
大大
震震
災災
にに
学学
ぶぶ

関関
大大
公公
開開
講講
座座

もも
しし
有有
馬馬

高高
槻槻
断断
層層
がが
動動
いい
たた
らら

ああ
くく
ああ
ぴぴ
ああ
芥芥
川川
のの
催催
しし

ああ
くく
ああ
ぴぴ
ああ
芥芥
川川
のの
催催
しし

職種・人数 受験資格

事務系（ 人）

大学卒
昭和 年４月
２日以降に生
まれた人

学校教育法による学校
（技術系は専門課程）を
平成 年３月以降に卒
業または、来年３月ま
でに卒業見込みの人

技術系
（電気 ２人）
（機械 ４人）
（土木 ８人）
（建築 ４人）
（化学 １人）

職種・人数 受験資格

人数 受験資格

人 昭和 年４月２日以降生まれで、調理師免許
または、栄養士免許取得者（５月 日現在）

人数 受験資格

人数・最終学歴 受験資格

人

大学卒
昭和 年 月
２日以降に生
まれた人 学校教育法による学校

を平成 年９月以降に
卒業または、平成 年
９月までに卒業見込み
の人

短大卒
平成元年 月
２日以降に生
まれた人

高校卒
平成３年 月
２日以降に生
まれた人

若干名 大学卒
昭和 年４月
２日以降に生
まれた人

学校教育法による学校
を平成 年３月以降に
卒業または、来年３月
までに卒業見込みの人

人数・最終学歴 受験資格

北摂都市職員共同採用候補者試験
（担当課：人事課 市役所本館３階）

技能職職員（給食調理員）
（担当課：人事課 市役所本館３階）

市消防吏員採用候補者試験
（担当課：消防総務課 消防本部５階）

※大学卒には短期大学の卒業を含みません。ただし、短期
大学や高等専門学校を卒業した人などが、独立行政法人大
学評価・学位授与機構から学士の学位を授与（見込みを含
む）された場合は大学卒に含みます

企業定着促進補助金制度

周辺の住環境を保全
企業定着促進補助金制度

周辺の住環境を保全
市
は
、
企
業
定
着
促
進
補
助

金
制
度
の
対
象
に
、
工
場
内
か

ら
出
る
騒
音
を
低
減
す
る
た
め

に
行
う
空
調
設
備
の
設
置
や
改

修
工
事
な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
。

同
制
度
は
、
工
場
の
操
業
環

防
音
の
た
め
の
空
調
設
備
を
追
加

防
音
の
た
め
の
空
調
設
備
を
追
加

境
の
改
善
と
周
辺
住
環
境
の
保

全
の
た
め
、
市
内
の
中
小
企
業

者
が
行
う
防
音
・
防
振
・
防
臭

事
業
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

周
辺
住
民
と
良
好
な
関
係
を

築
く
た
め
、
同
制
度
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
民
の
皆

さ
ん
は
、
雇
用
の
維
持
と
税
収

確
保
の
た
め
、
企
業
の
操
業
へ

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
間

来
年
３
月

日

ま
で

補
助
金
額

対
象
経
費
の

％

※
上
限
５
０
０
万
円

対
象
事
業
者

市
内
に
製
造
拠

点
ま
た
は
、
研
究
施
設
が
あ
る

次
の
業
種
の
中
小
企
業
者
。
製

造
業

情
報
通
信
業

学
術
・

開
発
研
究
機
関

輸
送
・
保
管

・
包
装
な
ど
を
総
合
的
に
行
う

事
業

対
象
費
用

据
置
型
空
調
設
備

の
設
置
、
外
壁
の
断
熱
塗
装
、

室
内
発
電
機
の
設
置
場
所
変

更
、
防
音
効
果
の
あ
る
建
物
、

建
物
付
属
設
備
な
ど
の
設
置
、

防
音
・
防
振
・
防
臭
設
備
の
設

置
、
臭
気
を
低
減
す
る
た
め
の

改
修
工
事
な
ど

※
平
成

年

来
年
度
の
市
新
規
採
用
職
員
募
集

来
年
度
の
市
新
規
採
用
職
員
募
集

市
は
、
来
年
度
の
新
規
採
用

職
員
の
う
ち
、
大
学
卒
区
分
の

事
務
系
・
技
術
系
（
北
摂
都
市

職
員
共
同
採
用
候
補
者
試
験
）

を
、次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

第
１
次
試
験
は
、
６
月

日

で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
技
能
職
職
員

（
給
食
調
理
員
）
、
消
防
吏
員

の
採
用
試
験
も
実
施
し
ま
す

が
、
採
用
は
消
防
吏
員
は
平
成

年

月
（
大
学
卒

、
短
大

卒
、
高
卒
）
ま
た
は
、
平
成

年
４
月
（
大
学
卒

）
の
予
定

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
は
、
５
月

日

か
ら
６
月
７
日
（
金
・
消
印
有

効
）
ま
で
。
上
表
や
募
集
要
項

を
ご
覧
の
上
、
郵
送
で
各
担
当

課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

３
月

日

ま
で
に
導
入
・
改

修
・
支
払
い
が
完
了
す
る
も
の

に
限
る
。
空
調
設
備
の
買
い
替

え
は
補
助
対
象
外

６
月
１
日

７
日

大
切
さ
考
え
る
水
道
週
間

６
月
１
日

７
日

の
水
道
週
間
に
合
わ
せ
、
水
の
大
切
さ

を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
。

【
街
頭

】

日
時

５
月

日

午
前

時

時

分

会
場

阪
急
高
槻
市
駅
北
側
ラ
ピ
ス
の
泉
前

内
容

水
道
な
ん
で
も
相
談
、
き
き
水
な
ど

【
市
制
施
行

周
年
・
通
水

周
年
記
念
水
道
祭
】

日
時

６
月
２
日

午
前

時

午
後
３
時

会
場

大
冠
浄
水
場

※
市
役
所
前
と
会
場
間
に
無
料
送
迎
バ
ス

あ
り

内
容

城
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
防
災
す
ご
ろ
く
、
消
火
器

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
水
質
検
査
体
験
、
学
び
・
体
験
・
遊
び
の

広
場
、
模
擬
店
（
有
料
）
な
ど

問
合
先

水
道
部
総
務
企
画
課
（

・
７
９
５
７
）

】

各
担
当
課
で
も
配
布
し
ま
す
。

地
方
公
務
員
法
第

条
に
定

め
る
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
事
務
系

は
、
点
字
で
の
受
験
も
で
き
ま

す
。な

お
、
そ
の
他
の
職
種
は
、

第
１
次
試
験
を
９
月

日

に

行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
７
月

下
旬
に
、
本
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
文
し
て
い
な
い
の
に
健
康

食
品
な
ど
を
強
引
に
送
り
つ
け

ら
れ
る

送
り
つ
け
商
法

の

相
談
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
が
狙
わ
れ
や

す
く
、
全
く
覚
え
が
な
い
こ
と

を
本
当
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に

言
っ
て
送
り
つ
け
、
代
金
の
支

払
い
を
強
要
す
る
、
悪
質
商
法

の
一
つ
で
す
。

【
事
例
】
知
ら
な
い
業
者
か
ら

２
カ
月
前
に
頼
ん
で
い
た
商

品
を
発
送
し
ま
す

と
着
払
い

で
健
康
食
品
が
届
い
た
。
受
け

取
り
を
拒
否
し
た
ら
、

注
文

時
の
通
話
を
録
音
し
て
い
る
。

年
金
を
差
し
押
さ
え
す
る
ぞ

と
脅
さ
れ
た

【
対
処
法
】
注
文
し
た
覚
え
が

な
く
、
購
入
す
る
意
思
が
な
け

れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
一
方
的
に
商
品
を

送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、
契

約
が
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
万

が
一
商
品
が
届
い
て
も
、
受
け

取
り
を
拒
否
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

裁
判
を
起
こ
す

な

ど
脅
迫
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
裁
判
に
な
る
こ
と
も
差

し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
電
話
で
断
り
き

れ
ず
に
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
電
話
勧
誘
販
売
に
該
当

す
る
た
め
、
契
約
書
を
受
け
取

っ
た
日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
解
除
）
で

き
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（

・
０

９
９
９
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９
月
１
日

に
高
槻
現
代
劇

場
で
開
催
さ
れ
る
健
康
フ
ェ
ア

で
体
操
・
ダ
ン
ス
な
ど
の
演
技

を
発
表
。

組
（
多
数
抽
選
）
。

無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

６
月

日
（
月
・
必
着
）

に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
団

体
名
、
人
数
、
種
目
、
代
表
者

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
（
〒

・
０
０
５
２
城
東
町

５
番
１
号

・
９
１
１
２
、

・
７
５
６
９
）
へ
。

玄
関
先
や
勤
務
先
な
ど
を
花

や
緑
で
き
れ
い
に
飾
り
、
地
域

の
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
個
人
や
団
体
の
作
品
。
応
募

資
格
は
市
内
在
住
の
個
人
、
団

体
、
企
業
な
ど
。
応
募
は
５
月

日

来
年
３
月

日
（
月

・
消
印
有
効
）
に
所
定
の
応
募

用
紙
と
作
品
の
写
真
を
郵
送
か

健
康
づ
く
り
に

健
康
づ
く
り
に

ジ
ャ
ン
プ

出
演
団
体

ジ
ャ
ン
プ

出
演
団
体

ま
ち
な
み
・
花
づ
く
り

ま
ち
な
み
・
花
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
出
品
作

コ
ン
ク
ー
ル
出
品
作

直
接
、市
緑
花
推
進
連
絡
会（
市

役
所
本
館
５
階
環
境
緑
政
課
内

・
７
５
１
２
）
へ

※
応

募
要
項
は
同
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
配
布

６
月

・

・

日
の
木
曜

日
午
前

時

分

正
午
に
行

う
講
座
の
受
講
者
。
受
講
後
、

４
か
月
児
健
診
会
場
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、

中
央
図
書
館
ミ
ュ
ー
ズ
子
ど
も

分
室
（

・
１
９
１
１

午

後
１
時

５
時
）
へ
。

６
月
４
日

７
月

日

の
午
前
９
時

午
後
３
時
に
芥

川
大
橋
右
岸
上
流
の
魚
道
で
。

対
象
は
６
月
４
日

午
前

時

か
ら
の
説
明
会
に
参
加
で
き
る

人
。
応
募
は
所
定
の
申
込
書
を

フ
ァ
ク
ス
で
、
府
茨
木
土
木
事

務
所（

・

・
１
１
２
１
、

・

・
８
０
６
０
）
へ
。

所
定
の
申
込
書
は
下
水
河
川
企

画
課
（
市
役
所
本
館
７
階
）
、

同
事
務
所
（
茨
木
市
）
で
配
布
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者

テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者

芥
川
の
ア
ユ
遡
上
調
査

芥
川
の
ア
ユ
遡
上
調
査

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問合先

産
業
振
興
課

７
４
１
１

問合先問合先

人
事
課７

３
３
３

消
防
総
務
課

７
９
７
３

問合先
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不不
快快
害害
虫虫
駆駆
除除
用用
薬薬
剤剤
をを

無無
料料
配配
布布

児児
童童
手手
当当
のの
現現
況況
届届
はは

６６
月月

日日
まま
でで
にに
提提
出出
をを

はは
かか
りり
のの
定定
期期
検検
査査
をを
実実
施施

介介
護護
支支
援援
専専
門門
員員

試試
験験
要要
領領
をを
配配
布布
しし
まま
すす

検検
査査
をを
実実
施施

市市
女女
性性
人人
材材
リリ
スス
トト

へへ

登登
録録
をを

６６
月月
はは
就就
職職
差差
別別
撤撤
廃廃
月月
間間

５５
月月

日日
はは
世世
界界
禁禁
煙煙
デデ
ーー

平平
成成

年年
度度
市市
・・
府府
民民
税税

納納
税税
通通
知知
書書
をを
発発
送送

介介
護護
保保
険険
料料
納納
入入

通通
知知
書書
をを
送送
付付

生生
涯涯
学学
習習
セセ
ンン
タタ
ーー
休休
館館
日日

市市 立立
図図書書館館

古
代
史
懸
賞
論
文
い
ま
し
ろ
賞
創
設

古
代
史
懸
賞
論
文
い
ま
し
ろ
賞
創
設

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委

員
の
日

で
す
。
市
内
に
は
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人

の
人
権
擁
護
委
員
（
下
欄
）
が

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
こ
と
や
、
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
電
話
な
ど
で
お
近
く
の

人
権
擁
護
委
員
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

人
権
相
談
を
実
施

高
槻
地
区
の
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
特
設
相
談
を
実
施
。
い

ず
れ
も
会
場
は
ク
ロ
ス
パ
ル
高

槻
（
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
。
無
料
。
秘
密
厳
守
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。
電
話
相
談

（

・
３
７
４
８
）
も
可
。

【
人
権
擁
護
委
員
の
日
特
設
相

談
】
６
月
１
日

午
後
２
時

【
人
権
擁
護
委
員
】

氏
名
（
敬
称
略
、

音
順
）

芦
谷
原
外
美
子
（
如
是
町

番

５
号

・
２
７
６
３
）

五

十
島
順
子
（
南
平
台
一
丁
目

番

号

・
５
１
３
４
）

井
出
正
夫
（
古
曽
部
町
二
丁
目

番

号

・
１
４
４
８
）

伊
藤
祠
子
（
芝
生
町
二
丁
目

５
番

号

・
９
０
５
０
・

２
９
５
０
）

牛
尾
曜
子
（
高

槻
町
９
番

号

・
６
２
９

７
）

川
村
俊
明
（
安
岡
寺
町

三
丁
目
９
番

号

・
２
３

４
７
）

北
元
勝
（
唐
崎
中
四

丁
目

番

号

・
５
３
７

６
）

坂
田
光
雄
（
三
島
江
二

丁
目

番

号

・
２
１
０

５
）

高
山
義
弘
（
真
上
町
六

丁
目

番
５
号

・
３
０
０

３
・
９
５
７
９
）
伊
達
章（
下

田
部
町
一
丁
目

番

号

・
０
８
９
６
）
田
渕
謙
二（
高

見
台
５
番
５
号

・
６
２
６

６
）

津
田
勝
（
塚
原
六
丁
目

番

号

・
５
６
６
１
）

南
出
満
（
淀
の
原
町

番

号

・
４
０
０
８
）

堀
田

年
子
（
日
吉
台
二
番
町
７
番
８

号

・
２
２
５
４
）

吉
井

美
沙
子
（
千
代
田
町

番

号

・
６
３
４
３
）

鷲
山
和

敬
（
富
田
町
二
丁
目
９
番
４
号

・
１
０
３
２
）

４
時

【
人
権
特
設
相
談
】
原
則
毎
月

第
２
土
曜
日
の
午
後
２
時

４

時

人
権
に
関
す
る
悩
み
、心
配
ご
と
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い

市
は
、
生
ご
み
の
減
量
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
生
ご

み
た
い
肥
化
容
器
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。
生
ご
み
や
落
ち

葉
を
同
容
器
に
入
れ
る
と
２
・

３
カ
月
後
に
は
園
芸
に
役
立
つ

良
質
な
た
い
肥
に
な
り
ま
す
。

日
当
た
り
の
良
い
１
平
方

程

度
の
土
地
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
設
置
可
能
で
す
。

資
格

市
内
在
住
で
、
容
器
を

設
置
し
継
続
利
用
で
き
る
人

募
集
数

基

規
格

約

、
直
径
約

、
高
さ
約

（
ド
ラ
ム

缶
サ
イ
ズ
）

費
用

約
４
千
円（
薬
剤
含
む
。

市
が
半
額
を
負
担
後
の
費
用
）

配
布
日
程

７
月
下
旬
予
定

申
込
方
法

６
月

日
（
水
・

消
印
有
効
）ま
で
に
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
資
源
循
環
推
進
課
（
〒

・
０
０
６
６
中
川
町
２
番

号

・
５
３
１
８
）
へ

設
置
希
望
者
を
募
集

市
は
、
再
生
資
源
を
回
収
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

資
源
の
有
効
利
用
を
目
的

に
、
集
団
で
回
収
し
た
古
紙
や

空
き
缶
な
ど
の
重
量
に
応
じ
て

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
を
受
け
る
に
は
あ
ら
か
じ

め
市
へ
登
録
が
必
要
で
す
。

資
格

集
団
回
収
活
動
を
定
期

的
に
行
え
る
市
内
の
非
営
利
団

体
で
、
会
計
報
告
書
な
ど
で
、

集
団
回
収
奨
励
金
の
報
告
が
で

き
る
団
体

奨
励
金
額

年
間
１

未
満

回
収
量
１

に
つ
き
５
円

※
上
限
５
千
円

年
間
１

以

上

回
収
量
１

に
つ
き
０

・
５
円
＋
１
万
円

※
上
限

万
円

応
募
方
法

所
定
の
申
請
書
を

６
月

日
（
金
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
電
子
申
込
か
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
、
郵
送
で
、
資
源
循
環

推
進
課
（

・
５
３
１
２
、

・
５
３
２
７
）
へ
。
申
請

書
は
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同

課
へ
申
し
込
む
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布

奨
励
金
交
付
に
は
登
録
が
必
要

再
生
資
源
回
収
団
体
を
募
集

再
生
資
源
回
収
団
体
を
募
集

つ
の
を
ワ
ク
ワ
ク
し
て
見
て
い

る
。
食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に

つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず

と
食

育
活
動
の
成
果
に
対
す
る
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
、
旬
産
旬
消
の
食

材
を
選
ぶ
な
ど
食
育
活
動
を
通

し
て
、
健
康
な
体
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
内

の
公
立
幼
稚
園
で
は
、
園
児
自

ら
育
て
た
野
菜
を
お
昼
ご
は
ん

時
に
食
べ
て
お
り
、
職
員
か
ら

は

子
ど
も
た
ち
は
野
菜
が
育

園庭で育てた野菜を食べる園児
（５月 日、桜台幼稚園）

食育講演会食育講演会
栄養と子どもの病気 妊娠期栄養と子どもの病気 妊娠期
からの生活習慣病予防からの生活習慣病予防

日時 ６月 日 午後２時 ４時 ※無料
会場 クロスパル高槻（総合市民交流セン
ター）
講師 大阪医科大学教授・玉井浩さん
定員 申込順 人 ※保育あり（１歳 就
学前、 人）
申込方法 ５月 日 から電話かファクス
に、住所、氏名、電話番号、保育希望の有
無を書いて、総務医薬課（ ・ 、
・ ）へ

６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
市

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
食
育

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
栄
養
と
子
ど
も
の
病
気
を

テ
ー
マ
に
し
た
食
育
講
演
会

（
下
欄
）
を
開
催
し
ま
す
。

健
全
な
食
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
食

の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
市
で
は
、
家
庭
、

学
校
・
園
、
地
域
な
ど
が
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
が
健
康
な
食

習
慣
を
身
に
付
け
な
が
ら
、
豊

か
な
心
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う

問合先

総
務
医
薬
課

・
９
３
３
０

問合先

問合先

人
権
課・７

５
７
５

問合先

市
内
の
古
墳
や
遺
跡
な
ど
が
テ
ー
マ

市
は
、
市
内
に
残
る
豊
か
な

歴
史
遺
産
へ
の
注
目
度
を
高
め

よ
う
と
古
代
史
懸
賞
論
文

い

ま
し
ろ
賞

を
創
設
し
、
市
内

の
史
跡
な
ど
を
題
材
に
し
た
論

文
、エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
論
文
の
中
か
ら

最
優
秀
作
１
編
に
は
記
念
品
と

副
賞

万
円
を
、
佳
作
２
編
に

は
記
念
品
と
副
賞
３
万
円
を
贈

呈
し
ま
す
。
応
募
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

募
集
概
要

募
集
内
容

今
城
塚
古
墳
、
新

池
埴
輪
製
作
遺
跡
、
安
満
遺
跡

な
ど
市
内
の
史
跡
や
古
代
史
に

ま
つ
わ
る
人
物
・
で
き
ご
と
を

中
心
に
、調
査
研
究
し
て
ま
と

め
た
論
文
ま
た
は
、
エ
ッ
セ
イ

応
募
規
定

４
千
字
以
上
、
１

万
２
千
字
以
内
（
図
、
表
、
写

真
は
文
字
数
に
含
め
な
い
）

引
用
・
参
考
文
献
を
明
記
（
文

字
数
に
含
め
な
い
）
な
ど

※
未
発
表
作
に
限
る
。
詳
し
く

は
募
集
要
項
を
参
照
。
募
集
要

項
は
文
化
財
課
（
総
合
セ
ン
タ

ー

階
）
、
今
城
塚
古
代
歴
史

館
、
し
ろ
あ
と
歴
史
館
、
市
立

各
公
民
館
・
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

応
募
方
法

８
月

日
（
土
・

必
着
）ま
で
に
論
文
の
表
紙
に
、

題
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
生
年
を
書
い
て
、
郵
送
か

直
接
、今
城
塚
古
代
歴
史
館（
〒

・
１
１
３
６
郡
家
新
町

番

８
号
）
へ

問
合
先

今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）

今城塚古墳の復元埴輪（はにわ）今城塚古墳の復元埴輪（はにわ）
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民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
子
ど
も

な
ど
を
見
守
り
、
場
合
に
応
じ

て
公
的
な
機
関
な
ど
に
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
約
５
０
０
人
の
民

生
委
員
児
童
委
員
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
小
学
校
区

に
各
１
人
、
児
童
を
専
門
に
担

当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま

す
。
主
任
児
童
委
員
は
学
校
や

地
域
の
関
係
者
と
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
、
問
題
意
識
を
共
有

し
て
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員

は
小
学
校
区
ご
と
に
活
動
し
て

お
り
、
校
区
ご
と
に
地
区
委
員

会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

区
委
員
会
で
は
月
に
一
度
会
議

を
開
き
、
報
告
や
連
絡
、
相
談

な
ど
を
行
い
、
委
員
同
士
の
情

報
交
換
を
し
て
日
々
、
地
域
で

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
近
所
付
き
合
い

が
希
薄
化
し
、
地
域
で
悩
ん
で

い
る
人
や
困
っ
て
い
る
人
の
姿

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
声
を
見
逃
さ

な
い
た
め
民
生
委
員
児
童
委
員

は
見
守
り
を
通
し
て
、
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
巡
ら
し
、
地
域
で
起

こ
る
問
題
の
発
見
、
解
決
に
努

め
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
児
童

委
員
は
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
皆
さ
ん

を
支
え
ま
す
。

な
お
、
民
生
委
員
児
童
委
員

の
自
宅
玄
関
に
は
目
印
と
し

て
、
高
槻
市
民
生
委
員
児
童
委

員
と
書
か
れ
た
門
標
が
掲
げ
て

あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区

の
担
当
委
員
に
つ
い
て
は
健
康

福
祉
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

月
１
日
付
け

一
斉
改
選

民
生
委
員
児
童
委
員
の
任
期

は
３
年
で
、
任
期
満
了
後
の
再

任
も
可
能
で
す
。
年
齢
要
件
は

新
た
に
委
嘱
さ
れ
る
場
合
は

歳
未
満
（
再
任
は

歳
ま
で
）

で
す
。
地
域
で
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
熱
意
が
あ
れ
ば
、
特
別

な
資
格
や
経
験
は
不
要
で
す
。

月に一度の地区委員会で情報を共有
（五百住地区委員会、４月 日）

現
在
活
動
し
て
い
る
民
生
委

員
児
童
委
員
の
任
期
は

月

日

ま
で
で
す
。
今
年
の

月

１
日
付
け
で
３
年
に
１
度
の
一

斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
し

い
委
員
は
追
っ
て
本
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問合先

健
康
福
祉
政
策
課

・
７
１
６
２

問合先

五
百
住
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
の
地
区
委
員
会
に
取
材
に
伺
い
、
皆
さ
ん
か
ら
地
域

へ
の
熱
い
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
地
区
委
員
長
の
温
井
正
和
さ
ん
、

主
任
児
童
委
員
の

田
元
子
さ
ん
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、温
井
さ
ん
が
見
守
り
を

し
て
い
る
福
永
久
子
さ
ん
宅
を
訪
問
し
て
温
井
さ
ん
と
福
永
さ
ん
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。お
二
人
の
明
る
い
表
情
か
ら
互
い
の
信
頼
関
係
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
と
し
て
の
基
本
的

な
活
動
は
見
守
り
で
す
。
私
は

毎
日
、
畑
に
行
く
途
中
、
担
当

地
区
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
家
を
歩
い
て
回
り
、
ポ
ス
ト

っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

家
に
行
く
と
、
私
が
来
る
の
を

待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
も
い

て
、
催
し
の
話
だ
け
で
な
く
趣

味
の
話
で
も
盛
り
上
が
り
、
つ

い
長
居
し
て
し
ま
い
ま
す
。
私

の
担
当
地
区
に
住
む
福
永
さ
ん

に
は
私
自
身
、
地
域
の
人
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
多

く
、お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
福
祉
委
員
会
主

催
の
地
域
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人

に
調
理
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

私
た
ち
が
配
膳
し
、も
て
な
し

ま
す
。食
事
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の

場
で
地
区
の
皆
さ
ん
が
元
気
か

ど
う
か
確
認
で
き
、
普
段
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
人
が
外
出
す
る

い
い
機
会
で
す
。

受
け
持
つ
地
区
の
人
が
生
活

に
困
り
相
談
に
来
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詐
欺
に
あ
っ
た

な
ど
、
悪
い
結
果
を
後
で
聞
い

た
と
き
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
悔
し
い
思
い
を
し
ま
す
。

私
た
ち
民
生
委
員
は
特
別
な

資
格
を
持
っ
た
専
門
家
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
何
で
も
解

決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、地
域
で
力
に
な
り
た
い
、

心
配
な
こ
と
不
安
な
こ
と
を
少

し
で
も
解
消
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

早
め
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

い
つ
も
見
守
り
し
て
い
る

早
見
さ
ん
宅
。
男
同
士
は

植
木
の
話
ば
か
り
で
す

と
笑
顔
で
話
す
温
井
さ
ん

一
人
暮
ら
し
に
な
り
、
娘
の

と
こ
ろ
へ
移
り
住
も
う
か
と
考

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、

親
し
く
な
っ
た
民
生
委
員
さ
ん

も
い
る
の
で
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

一
日
中
誰
と
も
話
さ
な
い
日

理
や
配
膳
し
て
く
れ
る
手
作
り

で
温
か
い
も
の
で
す
。
私
も
自

発
的
に
知
り
合
い
を
誘
っ
て
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
顔
を
合
わ
せ
な
い
人
と
も

交
流
で
き
る
機
会
な
の
で
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委

員
さ
ん
が
こ
の
食
事
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

地
域
と
さ
ら
に
つ
な
が
り
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
元
気
に
生
活
で
き
て
い

ま
す
が
、
一
人
な
の
で
何
か
あ

っ
た
と
き
を
考
え
る
と
不
安
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

頼

れ
る
ご
近
所
さ
ん

の
民
生
委

員
さ
ん
は
と
て
も
心
強
い
存
在

で
す
。

サ
ロ
ン
で
交
流

自
発
的
な
友
だ
ち
作
り
の
場
を
提
供

し
ん
わ
会
館
（
日
吉
台
一
番

町
）
で
は
月
に
１
回
、
民
生
委

員
児
童
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

友
遊
サ
ロ
ン

と
い
う
お
茶

会
の
場
を
開
い
て
い
ま
す
（
右

写
真
）
。
同
サ
ロ
ン
は
地
域
の

人
が
集
ま
り
話
を
し
た
り
、
歌

を
歌
っ
た
り
、
楽
器
を
演
奏
す

る
な
ど
し
て
楽
し
い
時
間
を
共

有
す
る
場
で
す
。

サ
ロ
ン
は
４
年
前
の
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し

て
、
自
発
的
に
友
達
を
つ
く
っ

て
も
ら
え
る
場
を
提
供
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ま
し

た

と
北
日
吉
台
地
区
の
民
生

委
員
児
童
委
員
の
内
丸
和
子
さ

ん
は
話
し
ま
し
た
。

食
器
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
地

区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
や
地

域
の
人
の
持
ち
寄
り
で
す
。
ま

た
、
会
場
は
季
節
に
合
わ
せ
た

飾
り
付
け
を
行
い
、
伝
統
・
文

化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

狙
い
の
一
つ
。
参
加
す
る
地
域

の
人
も
毎
月
の
飾
り
付
け
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

同
サ
ロ
ン
開
始
時
の
参
加
者

は
、

人
ほ
ど
で
し
た
が
、
今

で
は

人
も
の
人
が
集
ま

り
毎
回
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

内
丸
さ
ん
は
サ
ロ
ン
に
来
る

一
人
一
人
に
声
を
掛
け
迎
え
ま

す
。

私
は
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
大
切
な
仕
事
の
一
つ

が
そ
っ
と
見
守
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
楽
し
ん
で
サ
ロ
ン
に

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
毎

月
、
元
気
な
様
子
を
確
認
で
き

る
の
が
一
番
で
す
。
民
生
委
員

の
活
動
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
や
っ
て
皆
さ
ん

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
で
幸
せ
を

も
ら
え
て
い
ま
す

と
笑
顔
で

や
り
が
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

子どもたちがのびのび

育つよう応援します

子どもたちがのびのび

育つよう応援します

特
に
、
就
学
前
の
子
ど
も
が

い
る
家
庭
へ
の
見
守
り
に
重
点

を
置
い
て
お
り
、
電
気
が
つ
い

て
い
る
か
、
日
常
と
違
う
と
こ

ろ
が
な
い
か
を
感
じ
取
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委

員
と
い
う
存
在
を
知
ら
な
い
人

も
多
く
、
警
戒
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
私
た
ち
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
親

が
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
育
つ
よ
う
応
援
し
ま
す
。

皆さんのお世話役
相談役として、さまざまな問題に
ついて一緒に考え、解決の糸口を
探します。秘密は厳守します

あなたの町の掲示板
社会福祉のサービスをお知らせす
る町の掲示板の役目を果たします

市役所などとのパイプ役
市役所や福祉施設、団体と皆さん
とのパイプ役として人と情報をつ
なぎます

ニーズとサービスを結ぶ潤
滑油

いろいろな福祉サービスの中で、
援護が必要な人のニーズに応じた

サービスが提供されるよう関係機
関と調整を行います

援助体制づくり
生活していくことが難しい世帯に
対して、人と組織を結んで継続的
な援助体制づくりを行います

子どもたちの健全育成の
アンテナ役

子どもについての悩みなどに対し
て、主任児童委員と協力しながら
問題解決や予防に取り組みます

皆さんの要望の代弁者
行政サービスと皆さんのニーズの
隔たりについて、組織として意見
を申し出て問題点の改善を進めま
す

民生委員児童委員は見守
りに加え、地域で子どもた
ちを育てる環境づくりに取
り組んでいます。
毎年こどもの日には、多
くの親子が参加する こど
も映画会 （右写真）を開
催。また、地域や学校での
あいさつを心掛けようとい
う オアシス運動 の啓発
を行っています。この運動

オ おはようございます
ア ありがとうございます
シ 失礼します
ス すみません

日々見守り地域をつなぐ日々見守り地域をつなぐ日々見守り地域をつなぐ日々見守り地域をつなぐ

頼りになるご近所さん

五百住地区委員長

温井正和さん

五百住地区に住む

福永久子さん

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
各
小

学
校
区
に
１
人
、
私
た
ち
主
任

児
童
委
員
が
い
ま
す
。
主
に
児

童
や
子
育
て
中
の
親
の
見
守

り
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
学
校

や
地
域
の
人
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
と
連
携
し
て
、
情
報

を
子
育
て
の
専
門
機
関
に
つ
な

げ
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
主

任
児
童
委
員
は
カ
バ
ー
す
る
範

囲
が
広
い
た
め
細
か
く
目
を
配

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

五百住地区主任児童委員

田元子さん

も
あ
り
ま
す
が
、
温
井
さ
ん
が

来
ら
れ
る
こ
と
で
、
張
り
合
い

が
で
ま
す
。
話
し
て
い
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
つ

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
実
際
に
顔

を
見
て
お
話
で
き
る
こ
と
が
何

よ
り
の
楽
し
み
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
生
委

員
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
調

民
生
委
員
児
童
委
員
の

マ
ー
ク

お茶、おしゃべりで楽しく交流（４月 日、日吉台友遊サロン）

民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
は

近
所
の
高
齢
者
な
ど
を
常
に
気

に
掛
け
、
何
気
な
い
日
常
会
話

を
し
な
が
ら
見
守
り
を
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
見
守
り
は
昔
な

が
ら
の
近
所
付
き
合
い
の
よ
う

で
、
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
取
材
し
た
民
生
委

員
児
童
委
員
さ
ん
は
そ
れ
を
自

然
に
し
て
お
り
、
そ
の
行
為
は

誰
か
が
見
て
い
て
く
れ
る

一
人
じ
ゃ
な
い

と
い
う
安

心
感
を
与
え
ら
れ
る
も
の
で
し

た
。
近
ご
ろ
で
は
、
近
所
に
住

ん
で
い
る
人
の
顔
も
知
ら
な
い

と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
が
、
あ

ら
た
め
て
地
域
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て

取
材
を
終
え
て

は右欄の、あいさつの頭文字
をとったもの。あいさつを通
して、子どもたちと地域とを
つなごうと行われています。

各機関と連携
しサポート

に
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
な
い

か
、
洗
濯
物
が
干
し
っ
ぱ
な
し

に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を
確

認
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、地

区
で
行
う
催
し
物
の
案
内
を
持

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

問
題
解
決
の
手
助
け
が
し
た
い

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

問
題
解
決
の
手
助
け
が
し
た
い

顔を見て話すのが
何よりの楽しみ
顔を見て話すのが
何よりの楽しみ
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平
成

年
第
４
回
市
議
会
定

例
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

時
か
ら
。
議
事
の
都
合
で
日

程
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
程

６
月
６
日

・

日

議
会
運
営
委
員
会

日

・

日

・

日

・

日

本
会
議

日

都
市
環

境
委
員
会
、
福
祉
企
業
委
員
会

日

文
教
市
民
委
員

会
、
総
務
消
防
委
員
会

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

審
議
会
な
ど
を
次
の
日
程
で

開
催
。傍
聴
希
望
者
は
、事
前
に

各
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
環
境
影
響
評
価
委
員
会
】

５
月

日

午
前

時
か
ら

６
月

日

午
前
９
時

分

か
ら
。
い
ず
れ
も
市
役
所
本
館

２
階
全
員
協
議
会
室
で
。
環
境

保
全
課
（

・
７
４
８
６
）
。

【

（
仮
称
）
安
満
遺
跡
公
園

整
備
構
想
検
討
委
員
会
】

５
月

日

午
前

時
か
ら

市
役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会

室
で
。
安
満
遺
跡
公
園
整
備
室

（

・
７
３
９
３
）
。

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
】

５
月

日

午
後
２
時
か
ら

市
役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会

室
で
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（

・
７
６
４
９
）
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会
】

６
月
２
日

午
前

時
か
ら

総
合
セ
ン
タ
ー

階
選
挙
管
理

委
員
会
室
で
。
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（

７
６
７
６
）。

【
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
】

６
月
４
日

午
後
１
時
か
ら

市
役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会

室
で
。
行
革
推
進
課
（

・

７
３
９
８
）
。

【
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
】

６
月
５
日

午
後
２
時
か
ら

市
役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会

室
で
。
子
ど
も
育
成
課
（

・
７
１
７
４
）
。

【
社
会
福
祉
審
議
会
総
会
】

６
月
６
日

午
後
２
時
か
ら

市
役
所
本
館
２
階
全
員
協
議
会

室
で
。
健
康
福
祉
政
策
課
（

・
７
１
６
２
）
。

【
文
化
振
興
審
議
会
】

６
月
７
日

午
後
１
時
か
ら

市
役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会

室
で
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（

・
７
４
１
４
）
。

市
は
、
市
民
の
快
適
な
生
活

環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
ユ
ス

リ
カ
な
ど
不
快
害
虫
駆
除
用
の

薬
剤
（
錠
剤
）
を
希
望
者
に
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
期
間

６
月
３
日

７

日

の
午
前
７
時

分

午
後

４
時

分

配
布
場
所

清
掃
業
務
課
（
中

川
町

・
１
１
３
６
）

児
童
手
当
受
給
者
は
更
新
の

手
続
き
と
し
て
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
５
月
末
か
ら
現

況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６

月

日

ま
で
に
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先

子
ど
も
育
成
課
（

不
快
害
虫
駆
除
用
薬
剤
を

不
快
害
虫
駆
除
用
薬
剤
を

無
料
配
布

無
料
配
布

児
童
手
当
の
現
況
届
は

児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月

日
ま
で
に
提
出
を

６
月

日
ま
で
に
提
出
を

・
７
１
７
４
）

市
は
、
次
の
日
程
で
は
か
り

の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。
取

り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る
は

か
り
は
、
２
年
に
一
度
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前

時

分

午
後

３
時

分
（

日
の
金
光
大
阪

高
校
は
午
後
０
時

分
ま
で
、

三
箇
牧
支
所
は
午
後
１
時

分

か
ら
）
で
す
。

日
程
・
会
場

６
月

日

富
田
支
所

日

金
光
大

阪
高
校
・
三
箇
牧
支
所

日

芥
川
小
学
校

日

高
槻
現
代
劇
場

日

日

水
道
部
庁
舎

問
合
先

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

・
０
９
９
９
）

府
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
の
試
験
要
領
（
願

書
）
を
５
月

日

６
月

日

に
介
護
保
険
課
（
市
役
所

本
館
１
階

番
窓
口
）
、
市
保

健
所
、市
社
会
福
祉
協
議
会（
市

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

試
験
要
領
を
配
布
し
ま
す

試
験
要
領
を
配
布
し
ま
す

役
所
城
西
町
庁
舎
）
で
配
布
し

ま
す
。
試
験
日
は

月

日

で
す
。

問
合
先

府
地
域
福
祉
推
進
財

団
（

・
６
７
６
３
・
８
０

４
４
）

６
月
１
日

７
日

は

検
査
普
及
週
間
で
す
。
市

は
定
例
的
に

の
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
匿
名
可
。
相
談

だ
け
で
も
可
能
で
す
。

検
査
内
容

・
ク
ラ
ミ

ジ
ア
・
梅
毒
抗
体
検
査
（
血
液

検
査
と
尿
検
査
）

日
程
・
会
場

毎
週
金
曜
日
の

午
前
９
時

分

時

分

（
祝
・
休
日
を
除
く
）

市
保

健
所

※
無
料
。
時
間
内
に
直

接
、
会
場
へ
。
結
果
は
１
週
間

後
、
直
接
本
人
に
手
渡
し

問
合
先

保
健
予
防
課
（

・
９
３
３
２
）

市
は
、
審
議
会
な
ど
へ
の
女

性
委
員
の
登
用
を
推
進
す
る
た

検
査
を
実
施

検
査
を
実
施

市
女
性
人
材
リ
ス
ト

へ

市
女
性
人
材
リ
ス
ト

へ

登
録
を

登
録
を

め
、

市
女
性
人
材
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
同
リ
ス

ト
の
登
録
対
象
は
、

歳
以
下

の
女
性
で
、
男
女
共
同
参
画
課

が
主
催
す
る
人
材
養
成
講
座
な

ど
を
修
了
し
た
人
で
す
。

問
合
先

男
女
共
同
参
画
課

（

・
３
７
４
１
）

６
月
の
同
月
間
に
合
わ
せ
、

次
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

【
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茨
木
、
高

槻
地
区
人
権
推
進
員
企
業
連
絡

会
が
共
催

日
時

６
月
３
日

午
後
５
時

か
ら

会
場

高
槻
駅
周
辺

問
合
先

産
業
振
興
課
（

・
７
４
１
１
）

６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

【
就
職
差
別
１
１
０
番
】
府
が

採
用
面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ

い
て
の
相
談
、
関
係
機
関
の
紹

介
な
ど
を
行
う
臨
時
電
話
（

・
６
２
１
０
・
９
５
１
８
）

を
設
置

開
設
期
間

６
月

日

日

の
午
前

時

午
後
６
時

問
合
先

府
労
政
課
（

・

６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

喫
煙
は
、
周
囲
の
人
の
受
動

喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
も
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
た
め
に
も
、
周
り
の
人

の
た
め
に
も
、
禁
煙
に
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

総
務
医
薬
課
（

・
９
３
３
０
）

今
年
度
の
市
・
府
民
税
納
税

通
知
書
は
６
月
３
日

に
、
公

的
年
金
等
受
給
者
へ
は
６
月

日

に
発
送
し
ま
す
。

問
合
先

市
民
税
課
（

・

７
１
３
２
）

平
成

年
度
介
護
保
険
料
納

５
月

日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

５
月

日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

平
成

年
度
市
・
府
民
税

平
成

年
度
市
・
府
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送

納
税
通
知
書
を
発
送

介
護
保
険
料
納
入

介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
を
送
付

通
知
書
を
送
付

入
通
知
書
・
特
別
徴
収
額
通
知

書
を
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
普
通
徴
収
の
人
の
納
付
は

６
月

来
年
３
月
の

回
払
い

で
す
。

問
合
先

国
民
健
康
保
険
課

（

・
７
０
７
５
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
５
月

日

は
休
館
し
ま
す
。

月

日

の
多
目
的
ホ
ー
ル
・
会

議
室
な
ど
の
利
用
申
し
込
み

は
、５
月

日

に
行
い
ま
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て

い
る
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま

す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
】
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
第
１
期
分
、
軽
自

動
車
税
全
期
分
の
納
期
限
は
５

月

日

で
す
。

問
合
先

収
納
課
（

・
７

１
５
２
）

【
国
民
健
康
保
険
料
】
国
民
健

康
保
険
料
第
２
期
普
通
徴
収
の

納
期
限
は
５
月

日

で
す
。

問
合
先

国
民
健
康
保
険
課

（

・
７
０
７
６
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
休
館
日

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
休
館
日

市 立市 立
図書館図書館

市
立
各
図
書
館
は
蔵
書
点
検

の
た
め
、
次
の
と
お
り
休
館
し

ま
す
。

小
寺
池
図
書
館

５
月

日

６
月
１
日

阿
武
山
図
書

館

６
月
３
日

６
日

中
央
図
書
館

６
月

日

日

芝
生
図
書
館

６
月

日

日

問
合
先

中
央
図
書
館
（

・
７
８
０
０
）

歯
の
相
談

歯
の
相
談
Q
&
A

Q
&
A

歯
の
相
談
Q
&
A

【
質
問
】
歯
科
健
診
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

健
診
で
む
し
歯
の
早
期
発
見
が
可
能

【
回
答
】
口
の
中
は
自
分
自
身
で
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
歯
科
健

診
を
受
け
る
こ
と
で
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発
見
・
治
療

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歯
科
健
診
は
年
に
１
・
２
回

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
市
で
は
、

歳
以
上
の
人
に
無
料

の
歯
科
健
診

歯
っ
ぴ
ー
健
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
市
歯
科
医
師
会
）

若年者の採用

若年者・非正規雇用労働者の
採用や人材育成、企業内キャリ
アアップに取り組む企業を国が
応援します。

若者応援企業宣言事業 と
して若者の採用・育成に積極的
な中小・中堅企業に対し、ハロ
ーワークによる積極的な を
行うほか、 若年者人材育成・
定着支援奨励金 キャリアア
ップ助成金 などの支援がある
ので、ご活用ください。
問合先 ハローワーク茨木

（ ・ ）

ご利用ください

対象 就職困難者（若年
者、障がいのある人、ひと
り親家庭、中高年齢者など）
相談日 月・火・木・金
曜日の午前９時 午後５時
分（祝・休日、年末年始

を除く）
会場 総合センター９階
申込方法 電話かファク
スで、産業振興課（専用電
話 ・ 、 ・
）へ

犯罪・非行防止の相談

地域住民から犯罪・非行防止に
関する相談を受ける窓口 更生保
護サポートセンター を６月３日
、開設します。秘密厳守。保護

司が駐在しています。
開設日程 月 金曜日の午前

時 正午、午後１時 ４時 ※祝・
休日、お盆、年末年始を除く
場所 市役所城西町庁舎２階
号室
問合先 同センター（ ・

・ ）、社会福祉協議会（ ・
）

（
敬
称
略
、
寄
付
順
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
分

堤
菊

美

１
万
円

藤
飯
京
子

５

千
円

太
閤
道
を
楽
し
む
会

円

・

（
高
槻
市
民
）

３
千
円

ひ
か
り
交
通

４

千
円

吉
田
と
よ
子

１
万
円

匿
名

１
万
円

匿
名

１

万
円

納

期

限

納

期

限

議
会
日
程

議
会
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

古古
代代
史史
懸懸
賞賞
論論
文文
いい
まま
しし
ろろ
賞賞
創創
設設

再再
生生
資資
源源
回回
収収
団団
体体
をを
募募
集集

食食育育講講演演会会
栄栄養養とと子子どどもものの病病気気 妊妊娠娠期期
かかららのの生生活活習習慣慣病病予予防防

今今城城塚塚古古墳墳のの復復元元埴埴輪輪（（ははににわわ））
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株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

関
西
工
場
（
東
上
牧
一
）
は
、

昭
和

年
に
立
地
。
甲
子
園
球

場
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
に
あ
た
る

約
３
万
７
千

平
方

の
敷
地

に
、
３
つ
の
工
場
棟
と
物
流
施

設
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

同
工
場
は
、
畜
肉
・
米
を
主

原
料
に
し
た
製
品
で
は
、
加
工

技
術
水
準
・
生
産
能
力
な
ど
、

い
ず
れ
も
日
本
有
数
の
レ
ベ
ル

を
誇
る
冷
凍
食
品
専
用
工
場
で

す
。
約

人
の
従
業
員
が
３
交

代
で

時
間
勤
務
し
、
幅
広
い

品
目
の
冷
凍
食
品
を
製
造
し
て

い
ま
す
。

同
社
は
、
日
本
で
初
め
て
冷

凍
食
品
を
つ
く
っ
た
企
業
で

す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
磨
き
上

げ
て
き
た
能
力
を
活
用
し
、
家

庭
用
、
業
務
用
、
健
康
食
品
の

分
野
で
価
値
あ
る
商
品
と
サ
ー

ビ
ス
を
消
費
者
に
供
給
し
て
い

ま
す
。
品
質
を
高
く
問
わ
れ
る

冷
凍
食
品
業
界
に
お
い
て
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
同
社
。
人
々

の
く
ら
し
を
見
つ
め
、
食
を
通

じ
、
健
康
で
豊
か
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
企
業
で
す
。

（
産
業
振
興
課
）

６
月

日

市
役
所
本

館
６
階

７
月
６
日

大
阪

社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー
（
大

阪
市
中
央
区
）
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
２
時

４
時

分
。

申
込
順

人

人
。無
料
。

申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら

フ
ァ
ク
ス
に
、
居
住
ま
た
は
、

勤
務
先
の
市
町
村
名
、名
前（
ふ

り
が
な
）
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
大
阪
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

（

・
６
７
６
４
・
７
８
１

１
）
へ
。
長
寿
生
き
が
い
課
（

・
７
１
６
６
）
。

い
ず
れ
も
午
前

時

正
午

に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
（
総
合
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
。
対
象

は
女
性
。
申
込
順
各

人
。
無

料
。
保
育
あ
り
（
１
歳
６
カ
月

就
学
前
、
各

人
。
申
込
期

限
は

６
月

日

日

市
民
後
見
人
等
養
成
講
座

市
民
後
見
人
等
養
成
講
座

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

男
女
共
同
参
画
の
連
続
講
座

男
女
共
同
参
画
の
連
続
講
座

）
。
申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
男
女
共

同
参
画
課（

・
３
７
２
５
）

へ
。

【

い
き
い
き
・
し
な
や
か
に

更
年
期
と
上
手
に
つ
き
あ
う
に

は
】
６
月

日

、
７
月
１
日

。
講
師
は
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
研
究
所
・
森

和
代
さ
ん

【

女
性
の
た
め
の
再
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
】
６
月

日

、

７
月
３
日

・

日

。
講
師

は
大
阪
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ス
タ
ッ
フ
ほ
か

６
月

日

午
後
１
時

３

時
に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
藍
野
大
学
准
教
授

・
吉
田
卓
司
さ
ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
ま
た

は
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
同
セ
ン
タ

ー
（

・
０
２
６
７
、

・
３
５
０
８
）
へ
。

６
月
１
日

午
後
１
時

４

時

分
に
同
大
学
（
奈
佐
原
四

福
祉
講
演
会

ネ
ッ
ト
に
よ
る

福
祉
講
演
会

ネ
ッ
ト
に
よ
る

新
型
い
じ
め
の
実
態
と
対
応

新
型
い
じ
め
の
実
態
と
対
応

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

認
知
症
に
備
え
、取
り
組
む

認
知
症
に
備
え
、取
り
組
む

６

８
月
の
毎
週
土
曜
日

（
６
月
１
日
除
く
）
午
前

時

分
か
ら
同
図
書
館
（

・

２
８
８
０
）
で
。

ト
ロ
イ

ほ
か
。
先
着

人
。
無
料
。

６
月

日

午
前

時

時

分
に
萩
谷
総
合
公
園
で
。

小
寺
池
図
書
館

小
寺
池
図
書
館

土
曜
映
画
会

土
曜
映
画
会

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
と

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
と

の
出
会
い

の
出
会
い

講
師
は
京
都
大
学
大
学
院
助
教

・
西
川
完
途
さ
ん
。
対
象
は
小

学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は
５
月

日

６

月

日

に
電
話
で
、
市
み
ど

り
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

（

・
０
６
４
７
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

午

後
３
時

分
に
摂
津
峡
青
少
年

キ
ャ
ン
プ
場
で
。
対
象
は
市
内

在
住
の
小
学
４
年
生

高
校

生
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。
申
し
込
み
は
５
月

日

６
月

日
（
月
・
必
着
）
に

キ
ャ
ン
プ
場
で
大
冒
険

キ
ャ
ン
プ
場
で
大
冒
険

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
編

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
編

電
子
申
込
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
、
往
復
は
が
き
に
、
催
し
名
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

年
齢
、
学
年
、
性
別
、
電
話
番

号
、
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
交
通
手

段
を
書
い
て
、
地
域
教
育
青
少

年
課
（

・
７
６
４
８
、

・
７
６
４
５
）
へ
。
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
１
枚
に
１
人
。

６
月

日

午
後
１
時

３

時

分

講
演

午
前

時

午
後
０
時

分
、
３
時

分

４
時

分

個
別
相
談
会
。
会

場
は
高
槻
現
代
劇
場
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

住
ま
い

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

住
ま
い

の
耐
震
化
の
す
す
め

の
耐
震
化
の
す
す
め

月

日

６
月

日

に
電

話
で
、

法
人

人
・
家

・
街
安
全
支
援
機
構

（

０

１
２
０
・

・

）
へ
。

５
月

日

・

日

の
午

後
２
時

４
時
に
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
。

先
着
各

人
。
無
料
。
同
会
（

・
０
１
６
０

森
田
）
。

７
月

日

午
後
１
時

４

時
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。
先
着

人
。
無
料
。
琴
緑
会
（

・
７
３
７
０

樋
口
）
。

市
さ
つ
き
会
講
習
会

市
さ
つ
き
会
講
習
会

大
正
琴
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

大
正
琴
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

演
奏
会

演
奏
会

６
月
９
日

午
後
２
時

４

時
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。
申
込

順

人
。
千
円
。
申
し
込
み
は

５
月

日

６
月
８
日

に

電
話
で
、
市
コ
ン
サ
ー
ト
協
会

（

・
０
０
３
５

国
久
）

へ
。５

月

日

午
後
２
時

４

時
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。
先
着

千

人
。
無
料
。
同
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
（

・
３
７
３
５
・
８

７
３
４

土
肥
）
。

市
新
人
演
奏
会

市
新
人
演
奏
会

北
摂
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

北
摂
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

・
１
０
０
０
）
で
。
講
師

は
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
・
武

田
雅
俊
さ
ん
ほ
か
。
無
料
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。

６
月

日

午
前

時

午

後
４
時
５
分
に
市
消
防
本
部

で
。
申
込
順

人
。
申
し
込
み

は
６
月
３
日

７
日

に
所

定
の
申
込
書
と
写
真
（
縦
３

×
横
２
・
４

）
、
教
材

防
災
管
理
新
規
講
習

防
災
管
理
新
規
講
習

費
２
千

円
、
甲
種
防
火
管
理

講
習
の
修
了
が
確
認
で
き
る
も

の
を
持
っ
て
直
接
、
消
防
本
部

予
防
課
（

・
７
９
８
５
）

へ
。６

月

日

午
後
１
時

５

時
に
市
役
所
城
西
町
庁
舎
で
。

講
師
は
日
本
赤
十
字
社
救
急
法

指
導
員
。
対
象
は

歳
以
上
。

申
込
順

人
。
千
円
。
申
し
込

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

み
は
５
月

日

か
ら
電
話

で
、
赤
十
字
奉
仕
団
（

・

７
１
６
３
）
へ
。

６
月

日

午
後
１
時

分

３
時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。
対
象
は
女
性
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

６
月
７
日

に
電
話

で
、
高
槻
エ
イ
フ
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（

・
９
１
１
２
）
へ
。

ご
き
ぶ
り
ホ
ウ
酸

ご
き
ぶ
り
ホ
ウ
酸

だ
ん
ご
作
り
講
習
会

だ
ん
ご
作
り
講
習
会

６
月
９
日

午
後
２
時

４

時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

（
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

で
。
先
着

人
。
無
料
。
高
槻

に
み
ん
な
の
図
書
館
を
つ
く
る

会
（

・
３
０
７
１

中

野
）
。

６
月

日

午
後
１
時

２

時

分
に
関
西
大
学
高
槻
ミ
ュ

講
演
会

地
域
と
図
書
館

講
演
会

地
域
と
図
書
館

関
大
客
員
教
授
講
演
会

関
大
客
員
教
授
講
演
会

東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ

東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ

ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
白
梅
町

・
４
０
０
０
）
で
。
無
料
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

７
月
６
日

午
後
１
時

４

時

分
に
関
西
大
学
高
槻
ミ
ュ

ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
白
梅
町

・
４
０
０
０
）
で
。

人
（
多

数
抽
選
）
。

円
。
申
込
期
間

は
５
月

日

６
月

日

。 関
大
公
開
講
座

も
し
有
馬

関
大
公
開
講
座

も
し
有
馬

高
槻
断
層
が
動
い
た
ら

高
槻
断
層
が
動
い
た
ら

市、森林組合、 法人森のプラ
ットフォーム高槻が市民林業士養成講
座を開催。
日程・会場 ７月 日 月４日の
隔週水曜日午前 時 午後３時 高
槻森林市民交流センター（大字原）
※全 回
内容 森林・林業の基礎知識、間伐
などの技術実習
定員・費用 人（多数抽選）
円

申込方法 ５月 日 ６月 日
（金・必着）にはがきかファクスに、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話
番号、受講動機を書いて、農林課（
・ 、 ・ ）へ

あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
の
催
し

あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
の
催
し

あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
の
催
し

あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
の
催
し

ご注意ご注意
市内で、セアカゴケグモが見付かって

います。全体に黒く、背と腹に赤い模様
があるのが特徴でメスの体長は約１ 。
強い毒を持っていますが、攻撃性がない
おとなしいクモです。素手で捕まえたり、
触ったりしなければかまれる心配はあり
ませんが、駐車場などの側溝の掃除や庭
の手入れを行うときは、軍手をつけるな
ど、十分注意してください。また、屋外
に置いてあるスリッパや長靴などを使う
ときは、中にクモがいないか点検してく
ださい。万一かまれたら、水や温水で洗
い、すぐに医療機関にご相談ください。
問合先 保健衛生課（ ・ ）

の
会
場
は
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
（

・
５
０
４
１
）
。

無
料
。
特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【

ミ
ニ
展
示
な
る
ほ
ど
発
見

自
然
で
使
え
る

均
グ
ッ
ズ
】

６
月
１
日

７
月
７
日

【

あ
く
あ
ぴ
あ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
】
６
月
８
日

午
前

時

午
後
３
時
。
出
展
団
体
の
活
動
紹
介
、
子
ど
も
向
け
工
作
や
ゲ

ー
ム

【

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
し
ら
べ
隊
調
査
会
】
６
月

日

・

日

の
午
前

時

正
午
。
雨
天
中
止
。
各
日
午
後
か
ら
補
足
調
査
あ

り
（
参
加
自
由
）
。
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【

自
然
観
察
会

高
槻
の
ナ
ラ
枯
れ
】
６
月

日

午
前

時

に
市
営
バ
ス
停

上
の
口

集
合
、
午
後
３
時
解
散
予
定
。
講
師

は
森
林
総
合
研
究
所
・
衣
浦
晴
生
さ
ん
。対
象
は
小
学
生
以
上（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
。
申
込
順

人
。
申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電
話
で
、
同
館
へ

い
ず
れ
も
会
場
は
同
館
。
各

人
（
多
数
抽
選
）
。
申
し
込
み

は
６
月
９
日
（
日
・
必
着
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
か

往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

同
館
（
〒

・
０
０
７
５
城
内
町
１
番
７
号

・
３
９
８
７
、

・
３
９
８
４
）
へ
。

【
古
美
術
品
を
楽
し
む

古
伊
万
里
の
そ
ば
ち
ょ
こ
】
６
月

日

午
後
２
時

３
時

分
。
講
師
は
大
阪
日
本
民
芸
館
・
佐
藤
響

子
さ
ん
。

円

【
学
芸
員
講
座

く
ず
し
字
で
読
む
江
戸
の
本
草
学
】
６
月

日

午
前

時

分

正
午
。
講
師
は
同
館
学
芸
員
。
無
料

シ
リ
ー
ズ

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
関
西
工
場

防防
音音
のの
たた
めめ
のの
空空
調調
設設
備備
をを
追追
加加

来来
年年
度度
のの
市市
新新
規規
採採
用用
職職
員員
募募
集集

健健
康康
づづ
くく
りり
にに

ジジ
ャャ
ンン
ププ

出出
演演
団団
体体

まま
ちち
なな
みみ
・・
花花
づづ
くく
りり

ココ
ンン
クク
ーー
ルル
出出
品品
作作

ブブ
ッッ
クク
スス
タタ
ーー
トト
のの
ボボ
ララ
ンン

テテ
ィィ
アア
養養
成成
講講
座座
受受
講講
者者

芥芥
川川
のの
アア
ユユ
遡遡
上上
調調
査査

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
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６
月
４
日

午
後
１
時

２

時
に
芝
谷
聖
ヶ
丘
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
歯
科
医

師
・
仲
周
平
さ
ん
。
対
象
は
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込

順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は

５
月

日

か
ら
電
話
で
、
同

セ
ン
タ
ー（

・
８
７
２
１
）

へ
。６

月

日

保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
１
１
０
８
）

日

西
部
地
域
保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
９
４
６
０
）
。
い

ず
れ
も
午
前

時

時

分
。
対
象
は
平
成

年
８

月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順
各

組
。
無
料
。

申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら

子
ど
も
の
歯
の
お
話

子
ど
も
の
歯
の
お
話

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

電
話
で
、各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

６
月

日

午
前

時

時

分
に
柱
本
幼
稚
園
で
。
計

測
・
育
児
相
談
、
栄
養
相
談
な

ど
。
対
象
は
１
歳
未
満
の
乳
児

と
そ
の
保
護
者
。
無
料
。
当
日

直
接
、
会
場
へ
。
西
部
地
域
保

健
セ
ン
タ
ー
（

・
９
４
６

０
）
。

６
月

日

午
前

時

分

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
保
育
士
・
平
手
浩

美
さ
ん
。
対
象
は
２
歳
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多
数

抽
選
）
。
無
料
。
申
し
込
み
は

５
月

日

６
月
３
日
（
月

・
必
着
）
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
、
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り

が
な
）
・
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
〒

・
０
０
５

乳
児
相
談
会

乳
児
相
談
会

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

２
城
東
町
５
番
１
号

・
９

１
１
２
、

・
７
５
６
９
）

へ
。６

月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

離
乳
食
、
幼
児
食
の
話
と
保
護

者
試
食
。
対
象
は
８

カ
月

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込

順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は

５
月

日

か
ら
電
話
で
、
保

健
セ
ン
タ
ー
（

・
１
１
０

８
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

分

正
午
に
テ
ィ
ピ
ー
お
や
こ
の

広
場
（
玉
川
二
）
で
。
講
師
は

歯
科
衛
生
士
・
赤
井
綾
美
さ

ん
。
対
象
は
６
カ
月

１
歳
６

カ
月
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順

組
。
無
料
。
申

し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電

話
か
直
接
、
同
広
場
（

・

６
２
８
７
）
へ
。

ぱ
く
ぱ
く
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

歯
の
は
な
し

歯
の
は
な
し

６
月

日

午
後
１
時

分

２
時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高

槻（
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

で
。
講
師
は

法
人
三
島

子
ど
も
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

対
象
は
８

カ
月
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者
。

組
（
多
数
抽

選
）
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５

月

日

６
月
４
日
（
火
・

必
着
）
に
電
子
申
込
か
直
接
ま

た
は
、
往
復
は
が
き
に
、
催
し

名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど
も
の

名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
月
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０
８
０
４

紺
屋
町
１
番
２
号

・
３
７

２
４
）
へ
。

６
月
８
日

午
前

時

分

時

分

時

分

時

分
に
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ッ
ト
か

べ
び
ぃ
ぷ
ら
ざ

ベ
ビ
ー

べ
び
ぃ
ぷ
ら
ざ

ベ
ビ
ー

ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う

ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う

パ
パ
と
一
緒
に
リ
ズ
ム

パ
パ
と
一
緒
に
リ
ズ
ム

遊
び
を
し
よ
う

遊
び
を
し
よ
う

る
が
も
（
津
之
江
町
二
）
で
。

講
師
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師
・
寺

岡
佳
美
さ
ん
。
対
象
は
１

３

歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。
申

込
順

組
。
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月

日

か
ら
電
話
か
直

接
、
同
広
場
（

・
２
３
２

６
）
へ
。

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月

日（
金
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
催
し

名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど
も
の

名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
同

セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０
８
１
４

富
田
町
二
丁
目
５
番
１
号

・
９
１
７
７
）
へ
。

【
親
子
教
室

親
子
で
楽
し
く

遊
び
ま
し
ょ
う
】

７
月
の
火

曜
日

７
・
８
月
の
月
曜
日
午

前

時

時

分
に
富
田
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
。
各
全

５
回
。
対
象
は
芥
川
よ
り
西
に

富
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

富
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
催
し

主
催
の
催
し

５
月

日

午
前

時

正

午
に
如
是
公
民
館
で
。
講
師
は

風
車
お
じ
さ
ん
・
尾
上
修
己
さ

ん
ほ
か
。
対
象
は
市
内
在
住
の

風
車
お
じ
さ
ん
登
場

咲
か

風
車
お
じ
さ
ん
登
場

咲
か

せ
よ
う
季
節
の
花
の
風
車

せ
よ
う
季
節
の
花
の
風
車

３
歳
以
上
。
申
込
順

人
。
申

し
込
み
は
材
料
費

円
を
持
っ

て
直
接
、
同
館
（

・
１
８

６
６
）
へ
。

６
月
８
日

午
前

時

午
後
１
時

分
に
日
吉
台
公
民

館
（

・
６
６
３
６
）
集
合
。

正
午

午
後
３
時

分
解
散

予
定
。会
場
は
日
吉
台
小
学
校
。

対
象
は

小
学
１

３
年
生

４

６
年
生
。
講
師
は
日
本
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者
協
会
・
栗

若
伸
一
さ
ん
。申
込
順
各

人
。

６
月
７
日

午
前
９
時

分

に
今
城
塚
公
民
館
（

・
３

こ
ん
な
授
業
が
う
け
た
い

こ
ん
な
授
業
が
う
け
た
い

正
し
く
走
る
跳
ぶ
投
げ
る

正
し
く
走
る
跳
ぶ
投
げ
る

高
槻
・
食
の
再
発
見

高
槻
・
食
の
再
発
見

水
耕
栽
培
農
場
見
学

水
耕
栽
培
農
場
見
学

３
３
１
）
集
合
。

時

分
解

散
予
定
。
行
き
先
は
協
和
株
式

会
社
（
郡
家
新
町
）
。
講
師
は

同
社
・
市
川
真
二
さ
ん
ほ
か
。

申
込
順

人
。

６
月
７
日

午
前
９
時

分

正
午
に
真
上
公
民
館（

２
５
０
９
）
で
。
申
込
順

人
。

６
月

日

野
草
の
話

と
野
草
茶
試
飲

日

ハ

ー
ブ
の
話
と
リ
ー
ス
作
り
。
い

ず
れ
も
午
前

時

正
午
に
阿

武
山
公
民
館
（

・
０
１
８

８
）
で
。
講
師
は
ハ
ー
ブ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
坂
田
南
美
子

さ
ん
。
申
込
順
各

人
。

は

真
上
人
権
名
画
劇
場

真
上
人
権
名
画
劇
場

フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
ン
プ

フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
ン
プ

野
草
・
ハ
ー
ブ
の
チ
カ
ラ

野
草
・
ハ
ー
ブ
の
チ
カ
ラ

円
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限

は
５
月

日

）
。

６
月
８
日

午
前

時

午

後
１
時
に
北
清
水
公
民
館
（

・
３
１
９
０
）
で
。
講
師
は

管
理
栄
養
士
・
相
澤
史
さ
ん
ほ

か
。
申
込
順

人
。
申
し
込
み

は
材
料
費

円
を
持
っ
て
直

接
、
同
館
へ
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
真
上
公
民
館（

２
５

０
９
）
で
。
講
師
は
手
話
ロ
ッ

ク
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
・
山
本
智
子

さ
ん
。申
込
順

人
。保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は
６
月
３
日

）。

男
の
料
理
入
門
講
座

男
子
、

男
の
料
理
入
門
講
座

男
子
、

厨
房
に
は
い
っ
て
み
る
？

厨
房
に
は
い
っ
て
み
る
？

エ
ン
ジ
ョ
イ

エ
ン
ジ
ョ
イ

手
話
で
コ
ー
ラ
ス

手
話
で
コ
ー
ラ
ス

い
ず
れ
も
会
場
は
各
公
民

館
。
申
込
順
各

人
。
保
育
あ

り
（
申
込
期
限
は

６
月

日

日

７
月

日

）。

【

不
安
を
減
ら
す
ヒ
ン
ト
】

６
月

日

午
後
２
時

４
時

に
三
箇
牧
公
民
館
（

・
０

９
６
５
）
で
。
講
師
は
精
神
科

医
師
・
谷
口
典
男
さ
ん

【

こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
法
】

７
月
５
日

午
前

時

正
午

に
南
大
冠
公
民
館
（

・
１

４
７
７
）
で
。
講
師
は
看
護
師

・
冨
川
順
子
さ
ん

【

身
近
な
色
彩
】
７
月

日

午
前

時

正
午
に
五
領
公

民
館
（

・
６
１
６
９
）
で
。

講
師
は
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト
・

３
館
連
携
講
座

私
の

３
館
連
携
講
座

私
の

た
め
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

た
め
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

桶
村
久
美
子
さ
ん

６
月

日

・

日

の
午

前

時

正
午

午
後
１
時

３
時
に
城
内
公
民
館（

４

６
４
４
）
で
。
時
間
指
定
不
可
。

講
師
は
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
木
全
富
由
美
さ
ん
。

人（
多
数
抽
選
）。申
し
込
み
は

５
月

日

日

に
電
話

か
直
接
、
同
公
民
館
へ
。

６
月

日

・

日

の
午

前

時

正
午
に
富
田
公
民
館

（

・
１
６
７
１
）
で
。
講

師
は
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
ほ
か
。
申
込
順

人
。

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

は
じ
め
の
一
歩

は
じ
め
の
一
歩

連
続
講
座

認
知
症

連
続
講
座

認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

住
む

平
成

年
４
月
２
日

月

日

年
４
月
２
日

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
。各

組（
多

数
抽
選
）

【
親
子
で
遊
ぼ
う
つ
な
が
り
あ

そ
び
】
７
月
５
日

午
前

時

分

時

分
に
富
田
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師

は
服
部
美
幸
さ
ん
。
対
象
は
２

４
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。

組
（
多
数
抽
選
）

６
月

日

午
前

時

時

分

午
後
１
時

１
時

分
に
平
安
女
学
院
大
学
ど
ん
ぐ

り
の
森
（
南
平
台
五
）
で
。
講

師
は
同
短
期
大
学
教
授
・
川
北

典
子
さ
ん
。
対
象
は
０

３
歳

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。
申

込
順

組
。
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月

日

か
ら
電
話
か
直

接
、
同
広
場
（

・
４
９
３

９
）
へ
。

親
子
で
つ
く
ろ
う

親
子
で
つ
く
ろ
う

楽
し
い
お
も
ち
ゃ

楽
し
い
お
も
ち
ゃ

日程 時間 駐車場所

５月 日
原公民館
樫田小学校

日 柱本小学校

日
花林苑やまもも公園
埋蔵文化財調査センター

６月４日
川久保バス停前
磐手公民館

５日
芝谷町中央公園
川西小学校

６日
松が丘二丁目９番
安岡寺町たんぽぽ児童遊園前

７日 清水小学校

日
府営高槻城東住宅
城南町二丁目かんな児童遊園

日 東上牧二丁目つばき公園

日
総持寺団地
玉川橋団地

日 五領小学校

日
月見台あやめ児童遊園横
今城塚公民館

日
下田部団地登町住民センター
竹の内コミュニティセンター

日
府営深沢住宅集会所前
大冠北第１コミュニティセンター

日 赤大路コミュニティセンター
日 宮野町サニーハイツ

日程 時間 駐車場所

問合先 移動図書館（ ・ ）

子育て総合支援センター６月の予定 【問合先】同センター（ ）

※無料。☆は保育あり（１歳 就学前、各 人）

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、定
員
は
各
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法

●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照

国国
民民
健健
康康
保保
険険
料料
をを
引引
きき
上上
げげ

年年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間間維維維維維維維維維維維持持持持持持持持持持持ももももももももももも医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費増増増増増増増増増増増ででででででででででで赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤字字字字字字字字字字字

い
ず
れ
も
午
前

時
か
ら
。
無
料
。
当

日
直
接
、
各
保
育
所
へ
。

【
芥
川
保
育
所
（

・
０
８
６
１
）
】

日

お
楽
し
み
会
（
人
形
劇
）

日

園
庭
開
放

【
柳
川
保
育
所
（

・
９
２
８
６
）
】

６
日

園
庭
開
放

日

ど
ろ
ん

こ
遊
び

日

お
楽
し
み
会

【
五
領
保
育
所
（

・
０
９
５
１
）
】

５
日

園
庭
・
ホ
ー
ル
開
放

日

お
楽
し
み
会
（
人
形
劇
）

【
磐
手
保
育
所
（

・
８
１
８
８
）
】

毎
週
水
曜
日
、
７
日

・

日

・

日

園
庭
開
放

日

ど
ろ
ん
こ
遊

び

日

歯
の
お
話

【
富
田
保
育
所
（

・
９
１
７
６
）
】

５
日

お
も
ち
ゃ
作
り

日

園

庭
開
放

日

お
は
な
し
会

日

歯
の
お
話

日

園
庭
開
放

（
身
体
計
測
）

地域に聞く
保育 ６月の日程

地域に聞く
保育 ６月の日程

講座名 日 程 時 間 対 象 申込方法

親
子
講
座

歯みがき教室 ５日 ・
日 ： ： ０歳の乳児と保

護者
申込順各 組。申し込
みは５／ から電話
か直接、同センターへ

リトミックを楽
しもう ７日 ： ：

： ：
２歳 就学前の
幼児と保護者

各 組 ※当日午前
時から整理券を配布

歌とパネルシア
ター 日 ： ： ０歳 就学前の

乳幼児と保護者先着 組

子
育
て
講
座
☆

絵本で子育て
読み聞かせのは
ぐくむもの

８日

： ：
０歳 就学前の
乳幼児の保護
者、子育て支援
に関心がある人

申込順各 人。申し込
みは５／ から電話
か直接、同センターへわらべうたで子

育てを 日

講座名 日 程 時 間 対 象 申込方法
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●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可

市
は
次
の
と
お
り
体
力
づ
く

り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
多
数
抽
選
。
申
し
込
み
は

６
月
５
日
（
水
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
教
室

名
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
学
年
、
性
別
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
各
施
設
へ
。
は

が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
１
教

室
。

【
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

教
室
】

ジ
ュ
ニ
ア
体
育

７
月
６
日

９
月

日
の
土
曜
日

午
前
９

時

分

時

分

時

分

時

分
に
同
セ
ン
タ
ー

（
〒

・
０
８
２
３
芝
生
町
四

体
力
づ
く
り
教
室

体
力
づ
く
り
教
室

丁
目
１
番
１
号

・
８
２
０

０
）
で
。
各
全

回
。
対
象
は

小
学

１

３
年
生

４

６

年
生
。
各

人
。
各
２
千
円

【
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
の

教
室
】
い
ず
れ
も
７
月
３
日

９
月

日

に
同
体
育
館

（
〒

・
１
１
１
５
古
曽
部
町

三
丁
目

番
１
号

・
０
０

３
１
）
で
。
各
全

回

健
康
体
操

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ

水
曜
日
午
後
１

時

分

３
時
。
対
象
は

歳

以
上
。

人
。
３
千
円

幼
児
体
育
教
室

水
曜
日
午
後

３
時

分

４
時

分
。
対
象

は
３

６
歳
の
幼
児
。

人
。

２
千
円

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

土
曜
日

午
前
９
時

分

時

分
。

対
象
は
小
学
生
。

人
。
２
千

円障
が
い
児
親
子
体
育
教
室

土

曜
日
午
前

時

分

正
午
。

対
象
は
３
歳

小
学
生
の
障
が

い
児
と
そ
の
保
護
者
。

組
。

千
円い

ず
れ
も
無
料
。当
日
直
接
、

集
合
場
所
へ
。
市
ハ
イ
キ
ン
グ

協
議
会
（

・
３
７
６
１

植
畑
、
午
後
６
時

９
時
）
。

高
槻
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

高
槻
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

【
柱
本

淀
川
城
北
公
園
コ
ー

ス
】
６
月

日

午
前
９
時
に

市
営
バ
ス
停

柱
本

集
合
。

午
後
３
時

分
阪
急
高
槻
市
駅

解
散
予
定
。
約

。
中
級

向
け

【
原

萩
谷
林
道
周
遊
コ
ー
ス
】

７
月

日

午
前
８
時
市
営
バ

ス
停

上
の
口

集
合
。
正
午

同
バ
ス
停
解
散
予
定
。
約

【
川
久
保
渓
谷

森
林
公
園
コ

ー
ス
】
８
月

日

午
前
７
時

分
市
営
バ
ス
停

川
久
保

集
合
。
午
後
２
時

分

高

槻
駅
解
散
予
定
。
約

。

中
級
向
け

６
月

日

日

は
市

民
プ
ー
ル
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

は
６
月

日

・

日

は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
プ
ー
ル
休
館
日

市
民
プ
ー
ル
休
館
日

週
３
日
以
上
、
午
前
７
時

午
後

時
の
時
間
内
。
時
間
給

千

円

千

円
。
資
格
は
ホ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

（
パ
ー
ト
職
員
）

（
パ
ー
ト
職
員
）

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
ま
た

は
、介
護
福
祉
士
資
格
取
得
者
。

応
募
は
５
月

日

６
月
５

日
（
水
・
消
印
有
効
）
に
写
真

を
貼
っ
た
履
歴
書
と
資
格
証
明

書
の
写
し
を
郵
送
か
直
接
、
市

社
会
福
祉
事
業
団
（
〒

・
０

８
０
４
紺
屋
町
３
番
１
号

・
７
０
５
１
）
へ
。

伝
言
板

は
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
る
催
し
や
会
員
募
集
の

案
内
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
し
ま
す

民
謡
千
呂
里
の
会
発
表
会

６
月

日
午
前

時
か
ら
高
槻

現
代
劇
場
で
。
無
料
。
大
久
保

（

・
６
８
０
３
）

街
角
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ

ー
ト

ラ
・
メ
ー
ル
が
６
月

日
午
後
１
時

分
か
ら
ク
ロ
ス

パ
ル
高
槻
（
総
合
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
）
で
。
無
料
。
昔
農
（

・
５
６
２
１
）

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

ひ
な
ぎ
く
会
が
６
月

日
午
前

時
か
ら
高
槻
幼
稚
園
で
。
無

料
。
野
下
（

・
０
２
４
７
）

簡
単
に
で
き
る
よ
手
打
ち
う

ど
ん

高
槻
食
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
こ
す
も
す
が
６
月
７

日
午
前

時
か
ら
ク
ロ
ス
パ
ル

高
槻
（
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
で
。
千
円
。
申
込
期
限
は

５
月

日
。
伊
藤
（

・
５

９
６
１
）

女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
マ
ー
テ

ル
コ
ン
サ
ー
ト

６
月

日
午

後
２
時
か
ら
高
槻
現
代
劇
場

で
。
千
円
。
杉
本
（

・
３

５
７
２
）

民
謡
の
集
い

松
の
会
が
６

月

日
午
前

時

分
か
ら
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
無
料
。

松
井
（

・
４
２
８
０
・
６

２
７
７
）

オ
カ
リ
ナ
つ
く
し
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

５
月

日
午

後
１
時

分
か
ら
ク
ロ
ス
パ
ル

高
槻
（
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
で
。
無
料
。
住
田
（

・
６
０
６
０
）

募
り
ま
す

男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
バ
ッ
カ

ス

毎
月
第
１
・
２
土
曜
日
と

第
３
・
４
水
曜
日
の
午
後
に
城

内
公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費
３

千
円
。
秦
（

・
５
５
８
９
）

高
槻
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ

毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
ク

ロ
ス
パ
ル
高
槻
（
総
合
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
で
。
入
会

金
千
円
、
月
会
費
２
千
円
。
樋

上
（

・
６
０
５
８
）

英
会
話

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

イ
ズ
フ
ァ
ン
が
毎
月
２
回
水
曜

日
の
午
前
に
阿
武
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。
月
会

費
３
千
円
。
斎
藤
（

・
５

６
５
３
・
３
７
３
２
）

空
手
道

国
武
舘
が
毎
週
水

曜
日
の
午
後
に
磐
手
小
学
校
な

ど
で
。
入
会
金
２
千
円
、
月
会

費
２
千
円
。
松
岡
（

・
１

７
７
３
）

初
め
て
の
短
歌

毎
月
第
２

土
曜
日
の
午
後
に
ク
ロ
ス
パ
ル

高
槻
（
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
な
ど
で
。
月
会
費
千
円
。

濱
野
（

・
５
４
７
７
）

プ
リ
メ
ー
ラ
合
唱
団

毎
週

月
曜
日
の
午
後
に
城
内
公
民
館

な
ど
で
。
月
会
費
４
千
円
。
元

田
（

・
５
６
３
５
・
０
６

２
９
）

高
槻
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好

会

毎
週
火
曜
日
の
午
後
に
芥

川
公
民
館
な
ど
で
。
入
会
金
千

円
、
月
会
費

円
。
西
村
（

・
５
４
５
５
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
槻
第
４

団
ビ
ー
バ
ー
隊

毎
月
１
・
２

回
日
曜
日
の
午
前
に
城
内
公
民

館
な
ど
で
。
月
会
費

円
。
対

象
は
４
歳

小
学
２
年
生
。
下

野
（

・
６
４
９
３
）

ペ
ン
習
字

な
で
し
こ
会
が

毎
月
第
１
・
４
水
曜
日
の
午
前

に
真
上
公
民
館
な
ど
で
。
月
会

費
千
円
。
清
水
（

・
３
１

１
２
・
１
２
０
９
）

カ
ト
レ
ヤ
コ
ー
ラ
ス

毎
月

第
２
・
４
金
曜
日
の
午
前
に
五

領
公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費
千

円
。
丸
山
（

・
２
２
５
３
）

太
極
拳

高
槻
白
鶴
会
が
毎

週
木
曜
日
の
午
後
に
総
合
体
育

館
な
ど
で
。
入
会
金
千
円
、
月

会
費
２
千
円
。
里
（

・
２

１
５
９
）

フ
ラ
ダ
ン
ス

レ
イ
ラ
ニ
フ

ラ
が
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
の

午
後
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
。
月
会
費
２
千
円
。
池
田

（

・
３
１
６
２
・
１
６
７

６
）阿

武
野
囲
碁
ク
ラ
ブ

毎
週

日
曜
日
の
午
前
に
阿
武
野
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。

月
会
費

円
。
良
永
（

・

６
１
２
２
・
２
１
５
２
）

各スポーツ連盟・団が開催 【問合先】市スポーツ団体協議会（野見町 ・ ）

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など

陸上競技記録会 ６／ ９： ：
中学生以上 、
、 、 、

走り幅跳び、砲丸投げ
１種目 円（初回だけ
円） 当日、８： ８： に直接、会場へ

卓
球

教室 ６／ ： ： 人 円、高校生以下
円 当日、 ： ： に直接、会場へ

連盟会長杯親善混
合ダブルス大会 ７／ ９： ：

一般の部、シニアの部（男
子・女子のペア合計
歳以上・大会当日の年
齢）

円 ★

７／３（水・必着）までにはがきかファクス
に、住所、氏名、年齢、電話番号を書いて
卓球連盟（〒 ・ 津之江町二丁目 番
３号、 ・ 森下真由美）か、７／
６ ： ： に直接、同協議会へ

ソフトテニスレディース
個人大会 ７／３ ９： ： 一般女子の部（２人１ペ

ア） 円 ★ ６／ ： ： に直接、同協議会
へ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

壮年大会 ６／
／

９： ：

歳以上の男子 ※４月
１日現在

ほか 円 ★

６／ ： ： に直接、同協議会
へ

スローピッチ大会 ７／ ・ 歳以上の男子・ 歳以
上の女子※４月１日現在

６／ ： ： に直接、同協議会
へ

市教委杯男子・女
子大会

８／
／１ 中学生以上 ６／８ ・９ の ： ： に直接、

同協議会へ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ママさん９人制審
判講習会 ６／ ９： ： 既婚の女性、 人 １人 円 当日、９： ９： 、 ： ： に

直接、会場へ

シニア大会 ７／６

９： ：

大会当日 歳以上、９人
制ママさんの部 １人 円

６／４ ： ： に直接、同協議会へ会長杯ソフトバレ
ーボール大会 ７／７

ミックスフリー 男女各
３人、レディースフリー
５人以上

円

市長杯小学生６人
制大会 ７／ 小学生 円 ６／６ ： ： に直接、同協議会

へ

日本剣道形講習会 ６／２ ： ： 一般 登録 無料、未登録
円 当日、 ： に直接、会場へ

女性バドミントン交流大
会 ６／ ９： ： ダブルス個人戦、講習会 １人 円

６／ （月・必着）までにはがきに、住所、
氏名、電話番号を書いて、バドミントン連
盟（〒 ・ 如是町５番３ 号 立
尾典子）へ

テニスジュニア教室
（７ ９月）

月・水・金
曜日 ※月
曜日は全９
回、水・金
曜日は各全
回

： ： ５歳 小学２年生。各
人 ※多数抽選 月曜コース 円

水・金曜コース 各
円

６／５（水・必着）までに往復はがきに、住
所、氏名、学年、電話番号、保護者の印、
希望コース・時間、レンタルラケットの要
・不要を書いて、テニス連盟（〒 ・
野見町２番 号）へ

： ： 小学生。各 人 ※多数
抽選

土曜日
※全 回 ： ： 小学５年生 中学生。

人 ※多数抽選 土曜コース 円

弓道競射大会 ６／ ９： ： 弓道場利用許可証取得者 登録 円、未登録
円 当日、９： ９： に直接、会場へ

バスケットボール教室 ６／９ ： ： 人 円 当日、 ： ： に直接、会場へ

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など

【会場】 総合スポーツセンター陸上競技場、 堤運動広場体育館、 総合体育館、 郡家テニスコート、 南大樋運動広場、 古曽部防災公園
体育館、 総合スポーツセンターテニスコート
【参加料など】団体およびチーム競技は１チーム当たりの参加料。★は登録料などが必要

環環環環環環環環
境境境境境境境境
活活活活活活活活
動動動動動動動動
のののののののの
担担担担担担担担
いいいいいいいい
手手手手手手手手
にににににににに
なななななななな
ろろろろろろろろ
うううううううう

芥芥川川のの生生ききももののししららべべ教教室室

節節
電電
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６６

７７
面面
へへ
つつ
づづ
くく

元元
気気
でで
っっ
かか

今今
日日
もも
いい
いい
天天
気気
やや
ねね

ここ
んん
なな
何何
気気

なな
いい
会会
話話
がが
地地
域域
のの
支支
ええ
にに
なな
りり
まま
すす

。。

皆皆
ささ
んん
はは
民民
生生
委委
員員
児児
童童
委委
員員
にに
つつ
いい
てて
知知
っっ
てて
いい
まま
すす

かか
。。
名名
前前
はは
聞聞
いい
たた
ここ
とと
がが
ああ
っっ
てて
もも
具具
体体
的的
にに
どど
んん
なな
役役
割割

をを
担担
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
知知
っっ
てて
いい
るる
人人
はは
少少
なな
いい
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ

んん
。。
民民
生生
委委
員員
児児
童童
委委
員員
はは
高高
齢齢
者者
やや
子子
育育
てて
中中
のの
家家
庭庭
なな
どど

のの
身身
近近
なな
福福
祉祉
のの
相相
談談
役役
とと
しし
てて
、、
声声
掛掛
けけ
やや
訪訪
問問
をを
行行
いい
、、

関関
係係
機機
関関
とと
皆皆
ささ
んん
をを
つつ
なな
ぐぐ
パパ
イイ
ププ
役役
とと
しし
てて
活活
動動
すす
るる
地地

域域
のの
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
でで
すす
。。
今今
号号
でで
はは
、、
市市
内内
のの
民民
生生
委委
員員
児児

童童
委委
員員
のの
活活
動動
のの
様様
子子
なな
どど
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。

地地
域域
のの
身身
近近
なな
相相
談談
役役

地地
域域
のの
身身
近近
なな
相相
談談
役役

国国民民健健康康保保険険料料をを引引きき
上上げげ（（３３面面））

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

高
槻
ま
つ
り
振
興
会
は
、
８

月
３
日

・
４
日

に
開
催
す

る
高
槻
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り

上
げ
る
、
市
民
バ
ザ
ー
ル
出
店

者
と
高
槻
音
頭
の
歌
い
手
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
市
民
バ
ザ
ー
ル
出
店
者
】

資
格

歳
以
上
の
市
民
ま
た

は
、社
会
福
祉
社
会
教
育
団
体

募
集
数

店
（
１
区
画
３

×
２
・
５

、
多
数
抽
選
）

出
店
協
賛
金

２
万
５
千
円

応
募
方
法

６
月
３
日

日

に
印
鑑
、
身
分
証
明
書
、

申
込
金
１
万
５
千
円
を
持
っ
て

直
接
、高
槻
ま
つ
り
振
興
会（
野

見
町
。
月

金
曜
日
の
午
前

時

午
後
４
時
）
へ

※
６
月

日

に
開
催
す
る
説
明
会
に

出
店
責
任
者
の
出
席
が
必
要

【
高
槻
音
頭
の
歌
い
手
】

資
格

小
学
生

高
校
生

応
募
方
法

６
月

日
（
水
・

必
着
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
、

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
同
振
興
会

（
〒

・
０
０
７
７
野
見
町
２

番

号

・
７
３
７
５
）
へ

原
付
（

以
下
）
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ４月末現在（前月比）【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ４月末現在（前月比）

市広報番組案内市広報番組案内

※放送は毎日９時・ 時・ 時・ 時から 分

ケーブルテレビ

情報情報
ワイドたかつきワイドたかつき

クローズアップ 取り付けただけではダ
メ 住宅用火災警報器

高槻現代劇場公演情報 沢田研二

くらしの百科 高齢者 みんなで楽しく介護予
ますます元気大作戦 防 ２
ホット 高槻 たかつき市民環境大学

環境を学ぼう・守ろ
う

歌って♪踊って☆ 芥川保育所の皆さんと
テケテケはにたん ダンス☆

クローズアップ 取り付けただけではダ
メ 住宅用火災警報器

高槻現代劇場公演情報 沢田研二

くらしの百科 高齢者 みんなで楽しく介護予
ますます元気大作戦 防 ２
ホット 高槻 たかつき市民環境大学

環境を学ぼう・守ろ
う

歌って♪踊って☆ 芥川保育所の皆さんと
テケテケはにたん ダンス☆

○５月 日 日 放送○５月 日 日 放送

○６月１日 ９日 放送○６月１日 ９日 放送

市
制

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

槇
原
敬
之
さ
ん
に
感
謝
の
花
束

市制施行 周年を記念して高槻市出身のミュージシャ
ン・槇原敬之さんのコンサートが４月 日、高槻現代劇
場で開催されました。
コンサート終了後には、濱田剛史市長が槇原さんに、

花束とはにたんグッズをプレゼント。 素敵な歌をあり
がとうございます。槇原さんの今後のますますのご活躍
を応援しています と感謝の気持ちを伝えました。

ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ

大
阪
高
槻
と
市
サ
ッ
カ
ー
連

盟
が
５
月
５
日
、
市
制
施
行

周
年
を
記
念
し
て
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
ベ

ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
戦
に
高
槻
市
民

人
を
無

料
で
招
待
し
ま
し
た
。
試
合
は
濱
田
市
長
の
キ
ッ
ク

イ
ン
で
ス
タ
ー
ト
。
招
待
さ
れ
た
市
民
ら
は
手
に
汗

握
り
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
観
戦
し
、
選
手
ら
の
プ
レ
ー

に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
応
援
し
ま
し
た
。

市マスコットキャラクター・はにたん

ガ
ン
バ
大
阪
高
槻
市
民
応

援
デ
ー
と
し
て
、
徳
島
ヴ
ォ

ル
テ
ィ
ス
戦
に
７
０
０
０
人

を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。

多
数
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

日
時
・
会
場

６
月

日

午
後
７
時
か
ら

万
博
記
念

競
技
場
（
吹
田
市
）

招
待
人
数

７
０
０
０
人

（
多
数
抽
選
）

申
込
方
法

６
月

日

ま

で
に
、
ガ
ン
バ
大
阪
応
募
フ

ォ
ー
ム
（

）
に
ア
ク
セ

ス
し
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
。

自
動
返
信
メ
ー
ル
か
ら
送
信

さ
れ
る
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

応
募
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
で
き
な
い
人

は
、
ガ
ン
バ
大
阪
（

・

６
８
７
５
・
７
７
４
４
）
へ

６

月
日ガ

ン
バ
大
阪

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ガ
ン
バ
大
阪

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

試合当日に人権啓発イベントも

試合当日、人権啓発活動大阪地域ネットワー
ク協議会が、人権啓発イベントを開催。ガンバ
大阪の選手による啓発物品の配布、子どもたち
の 人権サポーター宣言 などが行われます。
問合先 人権課（ ・ ）

高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場
［市民会館・文化ホール］

チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

劇団うりんこ公演 アリス
児童演劇で 年の実績がある 劇団
うりんこ の最新作。
原作：ルイス・キャロル 不思議の国
のアリス

８月 日 午後３時開演
中ホール（全席指定、４歳以上有料）

円（中学生以下 円）
５月 日 発売（電話予約は午後２時
から）
※友の会先行発売・割り引きあり

公演後にはバックス
テージツアーも。
※先着 組。当日ロ
ビーで受け付け

高槻文化友の会特別企画

三井ツヤ子（メゾ・ソプラノ）
折江忠道（バリトン）による
ノスタルジアの昼下がり

ピアノ：大谷正和、三宅ゆき乃
夢路より、ダニーボーイ、サマータイム、
虹の彼方に、誰も知らない私の悩み ほか

７月 日 午後２時開演
レセプションルーム（全席自由・要予約）

円（友の会会員無料）
５月 日 から電話予約
※友の会先行予約あり。未就学児の入場は
ご遠慮ください

４
月

日

日
に
原
動
機

付
自
転
車
（

以
下
）
の
市

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
デ
ザ
イ
ン
投
票
が
行
わ
れ
、

総
投
票
数
２
０
３
２
票
の
う
ち

票
を
獲
得
し
た

は
に
た
ん

ま
ち
歩
き

の
デ
ザ
イ
ン
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
交
付
開
始
日

な
ど
は
、
追
っ
て
本
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先
…
税
制
課（

・
７

１
３
４
）

ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ

大
阪
高
槻

ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ

大
阪
高
槻

総合センター１階ロビー
鵜殿ヨシ原研究所自然創作
品展
５月 日 ６月 日

高槻駅南側地下通路
卯の花句会作品展
５月 日 ６月 日
菖香会書・墨彩画展
５月 日 ６月 日

ミング・阪急高槻２階
桃園美術同好会展
５月 日 ６月５日
全日写連高槻支部写真展
６月７日 日

生涯学習センター１階
市さつき会花季展示会
５月 日 ６月１日
キルトメリーゴーランド作
品展
６月６日 ８日

クロスパル高槻（総合
市民交流センター）７階
日吉台絵画サークル展
５月 日 ６月４日
写真四人展
６月６日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

展示ホール展示ホール

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

高 槻
まつり
高 槻
まつり

デザインが決定
はにたん まち歩き に

府府内内初初


